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　5月7日（水）、岡山県南生コンクリート協同
組合から市内の小学1年生へ肩かけカバンの
贈呈がありました。 

　
四
月
二
十
八
日
（
月
）
、
新
中
央
図
書
館
の

し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
に
は
地
元
関
係
者
な
ど
約
八
十
人
が
出

席
。
市
長
が
、「
こ
の
図
書
館
を
、地
域
の
文
化

と
情
報
の
拠
点
と
し
て
、皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
施
設
に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
、
完
成
を
祝
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

ま
し
た
。 

　
現
在
、
六
月
六
日
（
金
）
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
約
十
二
万
冊
の
図
書
を
整
理
し
て
い
ま
す
。 

　
新
中
央
図
書
館
は
、一
般
図
書
の
ほ
か
児
童

書
や
、
地
域
の
歴
史
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
、

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
備
え
て

い
ま
す
。 

地
域
の
文
化
と
情
報
の
拠
点
と
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
　  

〜
新
中
央
図
書
館
完
成
〜 

▲図書館開館準備の様子 

ズームアップ図書館 
 
人　「野村習説」 
 
スポーツトピックス 
 
人権コラム 
「家庭で始める人権教育」 
 
公民館へ行こう 
 
公正で信頼される市政推進を図り 
「個人情報保護制度」 
 
暮らしのカレンダー 
 
税務課からのお知らせ 
 
いきいき学校講座 
 
わたしのあなたの健康 
「歯の健康シリーズ・第6回」 
 
情報ボックス「離乳食講習会」ほか 
 
読者のページ 
 
栄養委員の一口メモ「焼きなす」 
 
まちのわだい「100歳おめでとう」ほか 
 
ふるさとの史跡探訪 
「百間の石樋」 
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　５月３日（土）から６日（火）

の４日間にわたり熊山英国庭

園まつりが行われ、家族連れ

など約２,０００人の来園者でに

ぎわいました。 

　来園者は、色とりどりの花々

や新緑に包まれた園内をゆっ

くりと散策したり、花を写真に

収めたりと、思い思いに優雅

なひとときを満喫していました。 

　期間中は「アロマセラピー」

や「日本画展示」などさまざ

まなイベントが行われ、どの

コーナーも人気を呼んでいま

した。 

　この熊山英国庭園は、廃校

になった旧小野田小学校の跡

地約７,９００平方　を、交流と

情報発信の拠点施設として整

備。平成１２年４月に開園した

ものです。 

優
雅
な
ひ
と
と
き
を
満
喫 
〜
熊
山
英
国
庭
園
ま
つ
り
〜 

▲「アロマセラピー」コーナー 

▲
　
虫
た
ち
も 

　
　
陽
気
に
誘
わ
れ
、 

　
　
ま
つ
り
を
満
喫 

 

▲日本画展示を熱心に鑑賞する来園者 

▲『EGリビング』によるコンサートが来園者を魅了 
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特
集
 

赤磐警察署 

橋本　重彦  署長 

交
通
事
故
を
防
ぐ
 

交
通
危
険
度
が
最
も
高
い
 

ま
ち
か
ら
抜
け
出
そ
う
！
 

高
屋
地
区
を
高
齢
者
対
策
 

モ
デ
ル
地
区
に
指
定
 

急
が
れ
る
高
齢
者
対
策
 

死
亡
事
故
の
七
割
が
高
齢
者
！
 

　
 

  　
市
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
定
め
た

総
合
計
画
の
第
二
章
第
六
項
に
「
自
然
と

共
生
し
た
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
・

交
通
安
全
・
防
犯
体
制
の
充
実
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
そ
の
は
じ
め
に
、「
判
断
力
や

運
転
能
力
が
鈍
る
高
齢
運
転
者
や
、
経
験

の
浅
い
若
年
運
転
者
に
対
し
て
、よ
り
実

践
的
な
指
導
や
啓
発
に
努
め
ま
す
」
と
記

し
て
い
ま
す
。
 

    　
 

　
赤
磐
市
は
、
市
町
村
別
交
通
危
険
度
ラ

ン
キ
ン
グ
で
二
年
連
続
ワ
ー
ス
ト
一
位
で
し

た
。
そ
こ
で
、「
交
通
危
険
度
が
最
も
高
い

ま
ち
か
ら
抜
け
出
そ
う
！
」
と
、
昨
年
は

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
マ
ナ
ー
向
上
運
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、県
下
二
十
九

市
町
村
中
八
位
ま
で
に
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
危
険
度
の
高
い
ま
ち
と
い
う
こ

と
に
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

  

  　
 

  　
一
方
、
市
民
の
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

高
齢
者
が
加
害
者
・
被
害
者
に
な
る
と
い

う
よ
う
な
事
故
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
、そ
の
対
策
が
急
が
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
 

　
そ
こ
で
今
回
は
、赤
磐
警
察
署
を
訪
ね
、

橋
本
重
彦
署
長
に
高
齢
者

事
故
の
現
状
と
対
策
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
 

       　
大
変
残
念
な
こ
と
に
赤
磐
警
察
署
管

内
で
は
三
月
末
ま
で
に
高
齢
者
の
死
亡
事

故
が
二
件
発
生
し
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
道

路
を
横
断
中
の
事
故
で
す
。
ま
た
、県
内
で

の
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
の
七
割
が

高
齢
者
で
あ
る
と
い
う
状
況
で
す
。
注
目

す
べ
き
こ
と
は
、人
身
事
故
の
う
ち
二
割
の

高
齢
者
が
第
一
当
事
者
（
過
失
割
合
が
大

き
い
方
）
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
自
身
が

被
害
者
で
な
く
加
害
者
に
も
な
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

     　
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
の
交
通
ル
ー
ル
、
交

通
マ
ナ
ー
順
守
を
強
く
呼
び
か
け
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
赤
磐
警
察
署
で
は
高
屋
地
区
を
高
齢

者
対
策
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
 

　
高
屋
地
区
は
交
通
環
境
と
し
て
商
店
、

民
家
が
多
く
、生
活
交
通
と
通
過
交
通
を

あ
わ
せ
た
交
通
量
が
多
い
地
区
で
す
。
昨
年
、

交
差
点
な
ど
で
二
十
一
件
の
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
比
較
的
人
口
が

集
中
し
て
い
て
、高
齢
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、

今
年
度
は
地
元
の
皆
さ
ん
や
市
と
協
議
し
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●
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
可
能 

　
要
件
の
明
確
化 

　
普
通
自
転
車
は
道
路
標
識
で
指
定
さ

れ
た
場
合
、運
転
者
が
児
童
・
幼
児
の
場

合
、車
道
ま
た
は
交
通
の
状
況
か
ら
み
て

や
む
を
得
な
い
場
合
は
歩
道
通
行
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。一
方
、歩
行
者
は
「
普

通
自
転
車
通
行
指
定
部
分
」
を
で
き
る

だ
け
避
け
て
通
行
す
る
努
力
義
務
が
で

き
ま
し
た
。 

●
七
十
五
歳
以
上
の
者
お
よ
び 

　
聴
覚
障
害
者
の
保
護 

　
七
十
五
歳
以
上
の
者
お
よ
び
聴
覚
障

害
者
は
、普
通
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
内
閣
府
令
で
定
め
る
「
高
齢

運
転
者
標
識
」
、「
聴
覚
障
害
者
標
識
」

を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

     

●
後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の 

　
着
用
義
務
付
け 

　
自
動
車
の
運
転
者
は
、助
手
席
以
外
に

つ
い
て
も
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
し
な

い
者
を
乗
車
さ
せ
て
自
動
車
を
運
転
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 

注目 

高齢運転者標識 
(紅葉マーク)

聴覚障害者標識 

高齢者死亡事故の発生状況 

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
道
路
横
断
中
、 

夜
間
、自
宅
近
く
、夜
光
反
射
材
」
 

な
が
ら
重
点
的
に
高
齢
者
の
交
通
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
最
も
大

切
な
こ
と
は
モ
デ
ル
地
区
が
取
り
組
ん
だ

こ
と
を
全
市
へ
普
及
し
て
も
ら
う
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
私
は
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
家

庭
や
ご
近
所
や
職
場
で
交
通
事
故
防
止
に

つ
い
て
話
題
に
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え

ま
す
。
と
り
わ
け
、
高
齢
者
の
事
故
の
特

徴
を
ふ
ま
え
た
「
声
か
け
」
を
行
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  

　
 

   　
高
齢
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
交
通
事
故
の

特
徴
は
、道
路
横
断
中
、夜
間
、自
宅
近
く

が
最
も
多
く
、
夜
光
反
射
材
を
付
け
て
目

立
つ
よ
う
に
し
て
い
れ
ば
防
げ
た
事
故
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
視
力
、
聴
力
、
脚

力
、反
応
動
作
な
ど
の
低
下
を
自
覚
し
て
、

道
路
を
横
断
す
る
際
は
左
右
の
確
認
を
繰

り
返
し
無
理
の
な
い
渡
り
方
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
、
横

断
す
る
人
を
見
た
ら
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、

特
に
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
手
前
で
止
ま

る
な
ど
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

昼夜別 
状態別 
死者数 

年齢別 
男女別 
死者数 

自宅からの 
距離別死者数 
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平
成
十
七
年
七
月
「
食
育
基

本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
食
育
基
本
法
」
に
基

づ
き
平
成
十
八
年
三
月
に
「
食

育
推
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

食
育
推
進
運
動
を
継
続
的
に
展

開
し
て
い
く
た
め
に
、毎
年
六
月

を
「
食
育
月
間
」
、毎
月
十
九
日

を
「
食
育
の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。 

    
　
「
食
育
基
本
法
」
で
は
、
食
育

を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。 

　
生
き
る
上
の
基
礎
で
あ
っ
て
、

　
知
育
・
徳
育
お
よ
び
体
育
の

　
基
礎
と
な
る
も
の 

　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て

　
「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
「
食
」

　
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、

　
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て

　
る
こ
と
。 

 

      

　
な
ん
だ
か
難
し
そ
う
で
す
が
、

難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！ 

　
例
え
ば
、
家
族
み
ん
な
で
一
緒

に
食
卓
を
囲
み
な
が
ら
、
食
事

の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、お

年
寄
り
か
ら
郷
土
食
や
行
事
食

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
た
り

と
毎
日
の
生
活
の
中
で
実
践
で
き
、

食
の
楽
し
さ
を
発
見
し
、
人
生

を
豊
か
に
し
て
い
く
た
め
の
も
の

な
の
で
す
。 

    

　
家
庭
で
の
食
育
の
推
進 

　
学
校
、
保
育
園
な
ど
で
の
食

　
育
の
推
進 

　
地
域
で
の
食
育
の
推
進 

　
食
育
推
進
運
動
の
展
開 

　
食
文
化
の
継
承
の
た
め
の
活

　
動
へ
の
支
援
　
　
な
ど 

　
こ
の
よ
う
に
、
食
育
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
色
々
な
分

野
で
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

　 
 

　
市
内
の
幼
稚
園
・
小
・
中
学

校
で
は
食
育
月
間
に
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
給
食
試
食
会
や
食
育
参
観
日

　
の
開
催 

　
食
育
に
関
す
る
授
業
実
践 

　
食
に
関
す
る
集
会
の
開
催
や

　
通
信
の
発
行 

　
自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
を

　
使
っ
た
料
理
教
室 

　
地
域
の
栄
養
委
員
を
招
い
て

　
の
カ
レ
ー
作
り 

　
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
や
元
気
ア
ッ

　
プ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
用
い
た
生
活

　
実
態
調
査 

　
給
食
残
量
調
査 

　
地
産
地
消
給
食
の
実
施 

　
な
ど 

べ
る
こ
と
を
も
っ
と
考
え
よ
う 
食育 

▲栄養委員とカレー作り 

▲栄養士との食に関する授業 
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　市民の皆さんに教科書および教科書採

択制度への理解を深めていただくため、毎

年６月から７月にかけて一定期間教科書展

示会を開催しています。 

　教育委員会では、日ごろ小学校や中学校

で使用されている教科書の展示会を次の

日程で開催しますので、ぜひお越しください。 

【日　　時】 

　６月２０日（金）～７月５日（土） 

　午前９時～午後５時 

　※ただし水曜日を除く 

【場　　所】 

　熊山公民館（旭東教科書センター） 

【問い合わせ先】　 

　　教育委員会学校教育課 　９５５-０９７２ 

　　熊山公民館 　９９５-１３６０ 

岡山県下一斉 
あいさつ運動 
岡山県下一斉 
あいさつ運動 

教科書展示会 
開催のお知らせ 

平 成 20 年 度 

　岡山県教育委員会では、子どもたちの豊

かな心や社会性を育むとともに、社会全体

で子どもを見守り育てていく気運を高める

ために、本年４月から毎月１０日を「岡山県

下一斉あいさつ運動の日」と定めました。 

　赤磐市教育委員会でも、この機会にあい

さつ行うことを通じて、子ども同士はもと

より、学校・家庭・地域の皆さんがお互いに

人間関係を深め、地域をあげて子どもを見

守り、育てていく気運を高めていきたいと

考えています。 

　皆さん！元気なあいさつをしましょう！！ 

▲自分たちで野菜を育てる活動。この育てた野菜でカレーを作りました。 
　（６ページ上の写真） 

  
　
現
在
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
家
庭
・
地
域
社
会
は
、
物

的
な
豊
か
さ
や
利
便
性
な
ど
に

よ
り
、大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、赤
磐
市
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
に

視
点
を
あ
て
、
生
活
習
慣
の
改

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

高
陽
中
学
校
・
山
陽
小
学
校
・

山
陽
西
小
学
校
が
実
践
校
と
な

り
「
食
育
か
ら
広

げ
る
生
活
リ
ズ
ム

向
上
プ
ラ
ン
実
践

事
業
」
を
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連

携
し
な
が
ら
、
食

に
関
す
る
授
業
の

実
践
、
給
食
時
間

の
充
実
、
啓
発
活

動
を
す
す
め
て
い

ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
生
活
習
慣
の
改
善
は
も
と

よ
り
食
に
対
す
る
正
し
い
マ
ナ

ー
と
知
識
を
身
に
付
け
、
自
ら

食
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
力
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
取
り
組
み

を
赤
磐
市
全
体
に
広
げ
て
い
き
、

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
好
ま
し
い

基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
が
図

ら
れ
れ
ば
、と
考
え
て
い
ま
す
。 

   

　
食
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
こ
と

と
感
謝
す
る
気
持
ち
を
も
ち
ま

し
ょ
う
。 

　
ご
は
ん
を
食
べ
る
時
に 

　
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご

　
ち
そ
う
さ
ま
」
と
声

　
に
出
し
て
い
っ
て
み
よ
う
。 

　
料
理
を
作
っ
て
く
れ

　
た
人
、
そ
の
材
料
と

　
な
る
も
の
を
育
て
て

　
く
れ
た
人
に
感
謝
「
あ

　
り
が
と
う
」
の
気
持

　
ち
を
持
と
う
。 

　
残
さ
ず
食
べ
よ
う
。 

　
赤
磐
市
産
の
物
を
食

　
べ
て
み
よ
う
。 

　
早
ね
早
お
き
朝
ご
は

　
ん
に
取
り
組
ん
で
み

　
よ
う
。 

　
市
内
の
中
学
生
が
描
い
た
食
育
啓
発
ポ
ス
タ
ー 
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★６月から市内全図書館の
　休館日が変わります。 

　休館日／月曜日、館内
　整理日（１２月を除く毎
　月最終金曜日）、年末年
　始（１２月２８日～１月４日）、
　特別整理期間 

赤磐市内全図書館休館日 

中央図書館休館日 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 

『ヒトとサルのあいだ』 
吉田　脩二／著 
文藝春秋／出版 

『婚約のあとで』 
阿川佐和子／著 
新潮社／出版 

『鼓笛隊の襲来』 
三崎　亜記／著 
光文社／出版 

『竹久夢二の絵手紙』 
竹久夢二／著 
二玄社／出版 

『バルバルさん』 
乾　栄里子／文 
西村　敏雄／絵 
福音館書店／出版 

『ぷぷぷうプウタは一年生』 
神沢　利子／作 
久本　直子／絵 
講談社／出版 

『まんげつダンス！』 
パット・ハッチンス／作・絵 
福音館書店／出版 

『イルカのジャンプに夢をのせて』 
国松　俊英／編 
ポプラ社／出版 

一 般 図 書 児 童 図 書 

 

赤ちゃんから幼児ま
でを対象とした、絵本
を楽しむ時間です。 

絵本やストーリーテリング、紙し
ばいなど（幼児から児童向け）。
お気軽にご参加ください。 

『絵本はともだち』 毎週 
水曜日 
10：30～ 

『おはなしかい』 毎週 
土曜日 
10：30～ 

●開館時間／10：00～18：00 
　（中央図書館は木曜のみ20：00まで開館します） 

●貸　出／図書・雑誌20冊、視聴覚資料4点まで2週間借
　りられます。 

●貸出ができる人／赤磐市内にお住まいの人、または　
　赤磐市内に通勤・通学されている人。初めての人は
　利用者カードを作りますので住所が確認できるもの（運
　転免許証、保険証、学生証など）をお持ちください。 
　※小学生以下のお子さんは保護者がお申し込みください。 
 

【展示期間】 　6月7日（土）～6月29日（日） 
【場　所】 
　中央図書館多目的ホール ※入場は無料です。お誘い合わせ
　の上、お気軽にお越しください。 
 

●開館記念絵本原画展● 『にじになったさかな』 　ビーゲン セン／作 　永井　郁子／絵 
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19

＜医師・教育者／河本＞ 

野村　習説 
の む ら  しゅうせつ 

　
野
村
習
説（
以
下
習
説
）は
、江

戸
時
代
の
終
わ
り
弘
化
三
年（
一
八

四
六
）、赤
坂
郡
河
本
村（
現
赤
磐

市
河
本
）の
獣
医
、野
村
柳
平
と
妻

熊
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
 

　
習
説
の
家
は
、代
々
医
業
を
営
み
、

祖
父
増
之
介
は
幕
末
期
、医
業
の

傍
ら
自
宅
に
庶
民
の
教
育
機
関
で

あ
る
寺
子
屋
を
開
い
て
い
ま
す
。
習

説
は
、伯
父
文
敬（
医
師
）の
学
ん

だ
京
阪
の
地
に
遊
学
し
、西
洋
医

学
を
習
得
し
ま
す
。
 

　
明
治
三
年（
一
八
七
〇
）、岡
山
藩

医
学
館（
後
の
岡
山
大
学
医
学
部
）

の
開
設
に
伴
い
帰
郷
し
、最
初
の
医

学
館
属
生
と
し
て
入
塾
し
ま
し
た
。

　
属
生
の
十
一
人
の
中
に
は
、従
兄

弟
の
赤
坂
郡
惣
分
村（
現
赤
磐
市

惣
分
）の
森
立
徳
も
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。
習
説
、二
十
五
歳
の
と
き

で
す
。
 

　
最
新
の
医
学
を
学
ん
だ
習
説
は
、

河
本
村
で
開
業
し
ま
す
。
 

　
習
説
が
い
つ
結
婚
し
た
か
に
つ
い

て
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
備
中
鴨

方
藩
士
、喜
多
五
百
見
の
娘
利
佐

と
結
婚
し
ま
す
。
 

　
そ
し
て
、祖
父
、父
が
医
業
を
行

い
つ
つ
寺
子
屋
で
教
え
た
よ
う
に
、

習
説
も
私
塾
を
開
き
、近
村
の
青

年
の
教
育
に
あ
た
っ
た
の
で
し
た
。
 

　
明
治
七
年
の
調
査
に
よ
る
と
、一

九
四
番
小
学（
河
本
小
学
）は
、河

本
村
の
野
村
柳
平
宅
に
な
っ
て
お
り
、

生
徒
数
は
、男
六
十
一
人
、女
一
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
明
治

九
年
の
調
査
で
は
、一
九
三
番
小
学

（
下
市
小
学
）、一
九
四
番
小
学（
河

本
小
学
）、一
九
五
番
小
学
（
立
川

小
学
）が
統
合
し
高
月
小
学
と
な

り
所
在
地
は
、河
本
村
の
野
村
習

説
宅
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教
師
は
、

習
説
を
は
じ
め
、弟
の
来
三
郎
、広

治
が
あ
た
り
、
妹
の
峯
も
兄
に
協

力
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
調
査
の
前
年
、
明
治
八
年

七
月
十
五
日
、習
説
は
、岡
山
県
参

事
石
部
誠
中
よ
り
褒
状
を
受
け
、

褒
賞
金
一
円
が
下
賜
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
褒
状
に
は
、「
野
村
家
の
家
族
親

睦
は
人
々
の
標
準
と
な
っ
て
い
る
。

小
学
校
設
定
に
お
い
て
は
、喜
ん
で

自
宅
を
学
校
に
差
し
出
し
、自
分

は
家
族
と
共
に
納
屋
へ
引
蘢
も
り

不
自
由
を
厭
わ
ず
、学
徒
の
為
に

昼
夜
尽
力
す
る
こ
と
は
奇
特
で
あ

る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
明
治
十
二
年
、高
月
小
学
は
、正

崎
小
学
、
双
井
小
学
、
惜
陰
小
学

と
統
合
し
、高
陽
小
学
に
な
り
ま

し
た
。
校
舎
も
高
屋
村
の
南
に
新

築
さ
れ
た
の
で
し
た
。
 

　
そ
の
後
も
習
説
は
、大
生
徒（
後

の
青
年
団
）を
組
織
し
、徳
を
も
っ

て
青
年
の
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。
 

　
一
方
、医
師
と
し
て
の
習
説
を
知

る
資
料
が
、天
然
痘
が
日
本
に
入
っ

て
騒
が
れ
た
昭
和
四
十
八
年
に
、

現
在
の
赤
磐
市
熊
崎
で
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
、明
治
八
年
三
月

に
習
説
が
、
種
痘
医
と
し
て
二
歳

の
小
児
に
種
痘
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
証
明
書
で
す
。
 

　
こ
の
証
明
書
は
、今
日
、明
治
初

期
の
医
療
の
状
況
を
知
る
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
医
師
と
し
て
、教
育
者
と
し
て

地
域
に
尽
く
し
た
習
説
は
、明
治

十
四
年（
一
八
八
一
）九
月
十
四
日
、

三
十
五
歳
の
若
さ
で
永
眠
し
ま
し

た
。
 

　
習
説
没
後
約
五
十
年
経
っ
た
、

昭
和
三
年（
一
九
二
八
）五
月
十
三

日
、河
本
青
年
会
発
議
に
よ
っ
て
学

校
跡
地
に
習
説
の
「
頌
徳
碑
」
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
撰
文
は
、東
高

月
村
長
、
初
代
・
高
陽
村
長
を
務

め
た
森
督
太
、書
は
野
村
卓
太
に

よ
る
も
の
で
す
。
 

　
頌
徳
碑
は
現
在
、赤
磐
市
河
本

の
河
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
一
角

に
あ
り
ま
す
。
 

　（
山
陽
郷
土
資
料
館
　
高
畑
富
子
） 

●
参
考
文
献
 

　
　
『
赤
磐
郡
誌
』
 

　
　
『
高
陽
小
学
校
九
十
年
誌
』
 

　
　
『
第
四
十
四
回
岡
山
大
学
医
学
部
 

　
　
　
第
一
外
科
開
講
記
念
会
会
報
』
他
 

野村習説 
（野村兆子氏蔵） 

▼「褒状」（明治8年7月15日）〔野村兆子氏蔵〕 

▲「頌徳碑」（赤磐市河本） 
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大
会
結
果 

募
　
　
集 

お
知
ら
せ 

  

第
二
十
一
回
赤
磐
市 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
杯 

【
開
催
日
】四
月
八
日（
火
） 

【
開
催
場
所
】
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

　
ふ
れ
あ
い
広
場 

【
参
加
者
数
】 

　
十
二
チ
ー
ム（
六
十
二
人
） 

【
大
会
結
果
】 

　
優
　
勝
／
赤
坂（
赤
坂
） 

　
準
優
勝
／
く
ぼ
た（
赤
坂
） 

　
第
三
位
／
コ
ス
モ
ス（
赤
坂
） 

　
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
賞
／
可
真（
熊
山
） 

　
Ｂ
Ｂ
賞
／
周
匝（
吉
井
） 

【
表
彰
者
】 

◇
高
齢
者
表
彰（
米
寿
祝
） 

　（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
現
在
） 

　
清
野
　
潔（
南
佐
古
田
） 

　
森
川
綾
女（
殿
谷
） 

    

ス
ポ
ー
ツ
安
全
教
室
＆ 

　
　
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、競
う
人

に
も
楽
し
む
人
に
も
、た
め
に
な
る
ス

ポ
ー
ツ
安
全
教
室
を
開
講
し
ま
す
。 

　
全
体
会
は
「
熱
中
症
予
防
と
水
分

補
給
に
つ
い
て
」
を
学
び
ま
す
。 

　
選
択
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、「
ケ
ガ
の
予

防
と
応
急
処
置
」「
競
技
者
の
栄
養
学
」

が
あ
り
ま
す
。
楽
し
く
学
ん
で
、ス
ポ

ー
ツ
を
も
っ
と
楽
し
も
う
！ 

　
安
全
教
室
の
後
は
、体
育
指
導
委
員

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
世
界
中
で
気
軽
に
楽
し
ま

れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
数
々
を

体
験
し
よ
う
！ 

　
参
加
は
自
由
で
、入
場
無
料
。
中
学

生
以
下
に
は
う
れ
し
い
参
加
記
念
品

も
あ
り
ま
す
。 

【
日
時
】
七
月
十
三
日（
日
） 

　
午
前
九
時
〜
正
午 

【
場
所
】 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育
館 

【
持
参
品
】
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ 

【
主
催
】 

　
赤
磐
市
体
育
協
会 

　
赤
磐
市
体
育
指
導
委
員
会 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　（
９
５
５
）４
４
３
２ 

 

第
四
回
赤
磐
市
職
場
・
ク
ラ
ブ
野
球 

山
陽
支
部
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集 

【
日
時
】
六
月
中
旬
〜（
平
日
ナ
イ
タ

　
ー
で
一
日
一
試
合
） 

【
場
所
】
桜
が
丘
野
球
場 

【
参
加
資
格
】 

　
赤
磐
市
在
住
在
勤
の
十
八
歳
以
上

の
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム 

【
参
加
申
込
】 

　
監
督
会
議
に
参
加
費
を
添
え
て
提

出（
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
置

い
て
あ
り
ま
す
） 

【
参
加
費
】三
千
円 

【
監
督
会
議
】 

　
六
月
十
一
日（
水
）　
午
後
七
時
〜 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館
本
部
室 

【
主
催
】 

　
赤
磐
市
軟
式
野
球
協
会
山
陽
支
部 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　（
９
５
５
）４
４
３
２ 

 

赤
磐
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集 

◇
第
三
回
赤
磐
市
長
杯（
シ
ニ
ア
当
年

　
五
十
五
歳
以
上
、レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
） 

【
日
程
】
七
月
二
十
一
日（
月
・
祝
） 

【
場
所
】
山
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部 

【
申
込
締
め
切
り
】
七
月
四
日（
金
） 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
山
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部 

　
　（
９
５
４
）２
２
１
１ 

　
　（
９
５
４
）２
２
１
２  

　
み
の
る
ゴ
ル
フ
山
陽 

 

◇
赤
磐
市
長
杯（
一
般
の
部
） 

【
日
程
】
八
月
二
日（
土
） 

【
場
所
】 

　
赤
坂
レ
イ
ク
サ
イ
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

【
申
込
締
め
切
り
】
七
月
十
八
日（
金
） 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
赤
坂
レ
イ
ク
サ
イ
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

　
　（
９
５
７
）３
１
３
１ 

　
　（
９
５
７
）４
０
４
７ 

　
み
の
る
ゴ
ル
フ
山
陽 

 
◇
全
大
会
共
通 

【
参
加
資
格
】
赤
磐
市
在
住
在
勤
者 

【
ル
ー
ル
】 

　
Ｗ
ぺ
リ
ア
方
式
で
の
ネ
ッ
ト
競
技 

　
六
イ
ン
チ
プ
レ
ー
ス 

　（
使
用
テ
ィ
は
男
性
白
マ
ー
ク
、女
性

　
赤
マ
ー
ク
、七
十
歳
以
上
の
男
性
金

　
マ
ー
ク
使
用
可
） 

【
入
賞
】 

　
ネ
ッ
ト
競
技
に
限
り
上
位
二
十
人
、

　
以
下
五
飛
び
賞
あ
り 

　
グ
ロ
ス
競
技
上
位
三
人 

　
全
員
参
加
賞
あ
り 

【
参
加
費
】 

　
千
五
百
円（
プ
レ
ー
費
、飲
食
な
ど

　
は
各
自
負
担
）、一
万
千
円（
食
事
付
） 

【
申
し
込
み
先
】 

　
み
の
る
ゴ
ル
フ
山
陽 

　
　（
９
５
５
）２
２
６
０ 

　
　（
９
５
５
）２
０
７
３ 

 

夏
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催
！ 

【
主
催
】
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会 

【
日
時
】
六
月
十
五
日（
日
） 

　
受
付
午
前
九
時
〜 

【
会
場
】
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館 

【
種
目
】
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦 

【
参
加
費
】
五
百
円（
市
内
中
学
生
以

　
下
は
無
料
） 

【
参
加
資
格
】 

　
赤
磐
市
在
住
お
よ
び
在
勤
者 

【
申
込
締
め
切
り
】 

　
六
月
六
日（
金
） 

午
後
五
時 

【
申
込
先
】 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　（
９
５
５
）４
４
３
２ 

　
　（
９
５
５
）０
５
０
７ 

 

赤
磐
市 

「
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」 

【
日
時
】
七
月
二
十
一
日（
月
・
祝
） 

　
受
付
／
午
前
七
時
三
十
分
〜 

　
雨
天
時
／
七
月
二
十
八
日（
月
） 

【
場
所
】 

　
赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場（
中
島
） 

【
参
加
費
】一
人
二
百
円（
保
険
代
含
む
） 

【
参
加
資
格
】 

　
市
民
お
よ
び
市
内
在
勤
者 

【
申
込
方
法
】 

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
で
、備
え
付

け
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、参
加
費
を

添
え
て
六
人
一
組
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い（
一
人
で
も
可
）。
先
着
三
百
人
。 

【
申
込
受
付
日
】 

　
六
月
二
十
日（
金
）〜
二
十
二
日（
日
）

　
の
午
後
一
時
〜
五
時 

【
主
催
】 

　
赤
磐
市
「
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

　
フ
大
会
」
実
行
委
員
会 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
実
行
委
員
会
　
福
島
至
誠 

　
　（
９
５
５
）０
６
３
８
　 

    

　 プ
ー
ル
入
場
会
員
券
販
売
中
！ 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
屋
内
プ
ー
ル

で
は
プ
ー
ル
入
場
会
員
券
を
販
売
し

て
い
ま
す
。 

　
期
間
も
選
べ
、大
変
お
得
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

◇
大
人
・
高
校
生
以
上 

　
一
カ
月
券
／
五
千
円 

　
三
カ
月
券
／
一
万
二
千
円 

◇
小
人
・
市
内
在
住
の
高
齢
者（
六
十

　
五
歳
以
上
） 

　
一
カ
月
券
／
二
千
五
百
円 

　
三
カ
月
券
／
六
千
円 

＊
他
に
も
六
カ
月
券
・一
年
券
も
あ
り

　
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　（
９
５
５
）４
４
３
２ 
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昨 

第 

22

回 

今
、私
た
ち
の
周
り
に
は
人
権
と
い

う
言
葉
や
概
念
が
急
速
に
広
ま
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
を
は
じ
め
、ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
、犯

罪
被
害
者
等
基
本
法
の
制
定
な
ど
「
人
権
尊

重
」
を
う
た
っ
た
法
律
も
整
備
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
こ
れ
で
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、こ
う
も
思
う
の
で
す
。「
法

律
は
、最
終
的
に
は
人
の
行
為
を
規
制
で
き

な
い
の
で
は
」
と
。 

　
殺
人
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は

法
律
に
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
が
、現
実
に
は

毎
日
ど
こ
か
で
殺
人
事
件
が
起
き
て
い
る
の

は
残
念
な
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、学
校

に
法
律
の
授
業
が
な
い
か
ら
で
は
な
く
、「
絶

対
に
人
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
人
々
の
心
に
欠
け
て
い
る
こ
と
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
正
し
い
認
識
が
あ
っ
て
、は

じ
め
て
法
律
が
生
き
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
人
権
意
識
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
と

思
い
ま
す
。
法
律
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
「
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
」
と
思
う
心
を

育
て
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
家
庭
、学
校
、地
域
な
ど

あ
ら
ゆ
る
場
所
で
お
互
い
を
尊
重
す
る
感
性

を
は
ぐ
く
む
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。 

　
昔
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、人

は
二
人
集
ま
れ
ば
社
会
を
形
成
し
ま
す
。
社

会
を
営
ん
で
い
く
た
め
に
は
、お
互
い
を
よ

く
知
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
、争
い
の

元
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
お
互
い
を
尊
重

す
る
最
低
限
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が
必
要
に

な
り
ま
す
。 

　
こ
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を
子
ど
も
に
教

え
る
こ
と
が
家
庭
で
で
き
る
人
権
教
育
の
第

一
歩
な
の
で
す
。 

　
例
え
ば
、顔
を
合
わ
せ
た
ら
、き
ち
ん
と

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
か
、人
の
話
を
最
後
ま

で
聞
く
と
い
っ
た
簡
単
な
こ
と
を
親
が
実
践

す
る
こ
と
で
、子
ど
も
は
日
常
的
な
行
為
と

し
て
「
思
い
や
り
」
の
心
を
育
ん
で
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
男
性
と
女
性
が
対
等

な
構
成
員
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
し
、い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
の
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め

ざ
し
、
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 【
対
　
象
】 

　
赤
磐
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人 

【
受
講
料
】
無
料 

【
会
　
場
】
市
役
所
・
市
立
中
央
公
民
館 

【
受
講
期
間
】 

　
六
月
二
十
六
日（
木
）〜
十
一
月
六
日（
木
） 

　（
全
六
講
座
） 

※
全
六
講
座
中
、四
講
座
以
上
出
席
し
た
人

　
に
は
終
了
証
を
授
与
し
ま
す
。 

【
申
込
方
法
】 

　
開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
本
庁
市
民

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
電
話
申
込
可
）。 

【
託
　
児
】 

　
託
児
を
ご
希
望
の
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

【
主
　
催
】 

　
赤
磐
市
・
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
本
庁
市
民
課 

　
　（
９
５
５
）１
１
１
４ 

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー 

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー 

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー 

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー 

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー 

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー 

〜
男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
〜 

6/26(木) 
13:30～15:00

7/15(火) 
13:30～15:00

8/7(木) 
15:00～17:00

8/23(土) 
13:30～15:30

10/17(金) 
13:30～15:00

11/6(木) 
13:30～15:00

『男女共同参画ってなに？』 
  岡山県男女共同参画推進センター 所長・笹井敏恵さん 

『歴史から学ぶ男女共同参画』 
  赤磐市教育委員会社会教育課職員 

『こどもの人権と生活リズム』 
  川崎医療福祉大学教授・保野孝弘さん（共催：人権教育指導者養成講座） 

男女共同参画地域フォーラム 

『家庭で役立つやさしい介護』〔公開講座〕 
  日本赤十字社岡山支部 赤十字家庭看護法指導員・江里美代子さん 

『協働参画によるまちづくり』〔公開講座〕 
  NPO法人まちづくり推進機構  理事・徳田恭子さん 

30

30

30

― 

50

50

開　催　日 講座内容／講師 定　数 
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中央公民館主催講座 

山陽公民館主催講座 

西山公民館主催講座 

 

 
 
 
★ハーブに夢中 
　ハーブを使って、料理や手芸に挑戦してみませんか？ 
■日　時 
　　7月10日（木） 10：00～12：00 
　　「ラベンダースティック作り」 
　　9月11日（木） 10：00～12：00 
　　「ハーブ手芸」 
　　12月11日（木） 10：00～12：00 
　　「ハーブ料理」 
■対　象　一般　　■定　員　20人　　 
■参加費　1500円　　■申込期間　6月9日（月）～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★親子陶芸入門 
　親子で陶芸の楽しさを味わうとともに、親子の会話や
協力を通して親子のきずなを深めよう。 
■日　時　7月19日（土） 14：00～16：00 
■講　師　芝　　眞路　　■定　員　親子で16人 
■内　容　親子で釉薬の焼き物の作成（皿、花瓶、茶碗等） 
■参加費　こども 500円、親 1,000円（親切に指導します） 
■申込期間　6月9日（月）～ 
 

 
 
 
★川のお魚探検隊 
　川に入って魚をつかまえて、魚のひみつを「川のお魚
博士」に聞こう！ 
■日　時　6月29日（日） 8：30～12：00 
■集合場所　西山公民館 
■講　師　小林　一郎 
■対　象　幼児～小学生と保護者 
■定　員　20人　　■参加費　1人100円 
■申込期間　6月2日（月）～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★かしわもちを作って食べよう教室 
　自分でかしわもちを作って食べよう。 
■日　時　6月29日（日） 8：30～12：00 
■対　象　小学1年生～大人 
■定　員　20人　　■参加費　200円 
■申込期間　6月2日（月）～ 
 
★カントリークラフト講座 
　木製品に関する話を聞き、木工作りに取り組みます。
初心者でもOKです！ 
■日　時　6月28日（土） 9：00～15：00 
■講　師　井上　和也　　■対　象　中学生～大人 
■定　員　10人　　■参加費　500円 
■申込期間　6月2日（月）～ 

　
市
で
は
従
来
の
バ
ス
制
度
を
見

直
し
、四
月
か
ら
市
民
バ
ス
制
度

を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
高
齢
化
社
会
や
環
境
に
も
や

さ
し
い
身
近
な
移
動
手
段
を
維
持
・

確
保
す
る
た
め
、市
民
バ
ス
な
ど

の
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
企
画
課
　 

　
　（
９
５
５
）２
６
９
２ 

●
赤
磐
市
役
所
前
停
留
所 

　
山
陽
地
域
で
は
福
祉
巡
回
バ
ス
が
廃
止

　
さ
れ
赤
磐
市
民
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試
行 

 

　
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た 

★講座の受け付けは、各館とも午前９：００からです。 
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吉井公民館主催講座 

 

熊山公民館主催講座 

●中央公民館（下市337 　955-0069）　　　　　●赤坂公民館（町苅田507 　957-2211） 
●熊山公民館（松木623 　995-1360）　　　　　●吉井公民館（周匝136-1 　954-1379） 
●高月公民館（穂崎848-1 　086-229-9777）　●西山公民館（西中220-1 　955-0777） 
●山陽公民館（山陽1-10 　955-9777）　　　　●笹岡公民館（坂辺9 　957-2214） 

各公民館  
所在地・連絡先 

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
人
権
思
想

の
普
及
・
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
今
年
は
「
す
べ
て
の

人
間
は
、生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

自
由
で
あ
り
、か
つ
尊
厳
と
権
利

と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
」
で

始
ま
る
世
界
人
権
宣
言
採
択
六

十
周
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
基
本
的
人
権
の

意
義
や
重
要
性
を
再
認
識
す
る

と
と
も
に
、人
権
の
重
要
性
を
周

知
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。 

　
赤
磐
市
で
も
、「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
に
寄
せ
て
、
六
月
二
日

に
各
地
域
一
斉
に
、
相
談
業
務
を

受
け
付
け
ま
す
。 

　
ま
た
、
各
地
域
で
毎
月
一
回
人

権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談

を
実
施
し
た
り
、自
宅
で
の
相
談

に
も
応
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
二
十
六
ペ
ー
ジ 

相
談 

参
照 

 
 
 
★いきいき講座 
　人生を楽しく「美しく」生きるための講座です。皆さ
ん一緒に学びましょう。 
■日　時 
　　7月4日（金） 10：00～12：00 
　　「異国の文化に触れよう～民族衣装を着よう～」 
　　9月26日（金） 10：00～12：00 
　　講演「老後の財産管理について」 
　　11月12日（水） 視察研修 
　　12月12日（金） 14：00～16：00 
　　「絵手紙で年賀状を贈ろう」 
■定　員　40人 
■参加費　1000円（その他材料代など実費負担） 
■申込期間　6月13日（金）～ 
 
★女性サークル『With』 
　素敵で輝く女性をめざします。 
■日　時 
　　7月8日（火） 10：00～12：00 
　　「アロマテラピーバスソルト作り」 
　　お風呂に入れたり、お部屋に飾ったりして香りを楽しもう。 
　　9月24日（水） 視察研修 
　　10月7日（火） 14：30～16：00 
　　「スポーツの秋！簡単ヨーガを楽しもう♪」 
　　12月9日（火） 14：00～16：00 
　　「クリスマスキャンドル作り」 
■定　員　20人 
■参加費　1000円（その他材料代など実費負担） 
■申込期間　6月13日（金）～ 
 

 
★ヘルシー料理講座 
　お家でも作ってみてね。 
■日　時 
　　7月2日（水） 10：00～13：00 
　　「天然酵母で焼くパン～香ばしいパンとスープも作ります」 
　　講師／（岡山市）はなまるパン　石村　小百合 
　　8月26日（火） 10：00～13：00 
　　「市販のルーを使わないヘルシーカレー作り」 
　　講師／管理栄養士　小川　泰子 
■定　員　20人 
■参加費　500円（その他材料代など実費負担） 
■申込期間　6月13日（金）～ 
 
 
 
 
 
★ドキドキ講座『自然観察会』 
　自然大好き人間集まれ。赤磐市内に生息する水の中
の生きものについて観察してみよう。 
■日　時　6月28日（土） 9：00～11：00〈雨天中止〉 
■場　所　可真川～龍王橋 
■定　員　30人 
■参加費　無料 
■申込期間 
　6月2日（月） 
　～27日（金） 
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公
正
で
信
頼
さ
れ
る
市
政
推
進
を
図
り 

　
赤
磐
市
で
は
、
個
人
情
報
保
護
制
度
を
実
施
し
て
、
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
保
護
し
、
公
正
で
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
基
本
的
な
取
り
扱
い
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の
個
人
情

報
を
見
た
り
訂
正
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。 

　.　平成19年度運用状況 

　.　個人情報保護への過剰反応の是正に向けて 

実　施　機　関 

市　　　　　　　　　長 

教　育　委　員　会 

合　　　　　　　　　計 

3
1
4

3
1
4

請求件数 処　　理　　状　　況 

期間延長 
（内数） 開示 一部開示 不開示 却下 取下げ 

実　施　機　関 届出件数 

市　　　　　　　　　長 

教　育　委　員　会 

消 　 　 防 　 　 長  

合　　　　　　　　　計 

1件

2件

1件

4件 

実　施　機　関 業務内容 

市　　　長 

教育委員会 

教育委員会 

消　防　長 

災害時要援護者支援制度業務 

学校給食費徴収業務 

生涯学習に関する意識調査業務 

災害時要援護者支援制度業務 

　個人情報登録業務の届出件数 
 
 
 
 
 
 
　個人情報登録業務内容 
 
 
 
 
 
 
　開示請求件数等 
 
 
 
 
 
 

　　（１） 開示請求受付件数…４件　　（２） 開示請求承諾件数…４件 
　　（３） 開示請求拒否件数…０件　　（４） 不服申立件数………０件 
 
 
 
　「個人情報の保護に関する法律（以下個人情報保護法）」が全面施行されてか
ら５年が過ぎました。 
　個人情報保護法の施行により個人情報は大切なものということを人々が認識
するようになったことは良いことですが、一方で個人情報保護を理由にして必要
とされる情報までも提供されなくなったり、各種名簿の作成が中止されるように
なったりするなど、過剰反応による不都合もいろいろ生じてきました。 
　過剰反応については、内閣府から「事案に応じた対応」をするようにと示され
ています。具体的には、各種名簿作成・配布については、あらかじめ本人の同意
を得るか、同意に代わる措置を取ることで名簿の作成・配布ができることを明確
に示しています。〔参照１〕 
　また、大規模災害や事故などの緊急時や、捜査関係事項照会への回答のよう
な場合は、個人情報保護法で本人の同意を得なくても情報提供できるこ
ととされています。さまざまな誤解が生じないように、本人からの同意
を得なくても個人情報を提供できる場合について改めて周知徹底
が図られています。〔参照２〕 
　いずれにしても個人情報保護法は 「個人情報の有用性に配慮
しつつ、個人の権利利益を保護すること」を目的としていること
を念頭において、利用と保護が図られることが望まれています。 
 
　参照1：名簿の作成・配布について 
　個人情報保護法では、次ページのいずれかの手続きを行えば、
学校や地域社会での名簿の作成・配付ができます。 

〜
個
人
情
報
保
護
制
度
〜 



15 広報あかいわ（平成20年6月号） 

　あらかじめ本人の同意を得る 
 
 
 
 
 
 
 
　同意に代わる措置を取る 
　以下の（　）～（　）について、あらかじめ、（１）または（２）のいずれかの措置を取った上で、作成した名簿を
配付する場合。 
　（１）本人に郵便、電話、電子メールなどで通知する。 
　（２）事務所の窓口への掲示・備え付け、ホームページへの掲載などによって、本人が容易に知ることができ
　　　る状態に置く。 
　（　）緊急連絡網等として配付すること　（　）名簿の内容(例　氏名、住所) 
　（　）提供方法(例：関係者へ配付)　　 　（　）本人の求めにより名簿から削除すること 
　※この際、本人からの求めがあった場合には、名簿から削除しなければなりません。 
 
 
　参照２：本人からの同意を得なくても個人情報を提供できる場合 

　以下の場合などは、例外として本人から同意を得なくても、本人以外の者に個人情報を提供することができ
ます。 
 
　法令に基づく場合 
 
 
 
 
 
 
　人の生命、身体または財産の保護に必要な場合 
 
 
 
 
 
 
　公衆衛生・児童の健全育成に特に必要な場合 
 
 
 
 
 
　国などに協力する場合 
 
 

〔例〕学校でクラス名

簿や緊急連絡網など

を作成・配付する場合 

　入学時や新学期の開始時に、「生徒の氏名、住所など学校が取得した個人

情報については、クラス名簿や緊急連絡網として関係者へ配付する」ことを

明示し、同意の上で所定の用紙に個人情報を記入・提出してもらう。 

※全員の同意を取れなかった場合も、同意を得ることができた人のみを掲載

　した名簿の配付はできます。 

「法令に基づく場合」に
関する例外に該当 

●警察や検察などから、刑事訴訟法に基づく捜査関係事項照
　会があった場合 
●弁護士会から、振り込め詐欺に関連し、銀行に対して、弁護
　士法に基づく所要の弁護士照会があった場合 

「公衆衛生・児童の健全
育成に 特に必要な場合」
に関する例外に該当 

●地方公共団体から医療機関に対して、診療情報の提供依頼
　があった場合 

「国などに協力する場合」
に関する例外に該当 

●税務署などから事業者に対して、任意の顧客情報の提供依
　頼があった場合 

「人の生命、身体または
財産の保護に必要な場合」
に関する例外に該当 

●大規模災害や事故などの緊急時に、患者の家族などから医
　療機関に対して、患者に関する情報提供依頼があった場合 
●製品に重大な欠陥があるような緊急時に、メーカーから家
　電販売店に対して、顧客情報の提供依頼があった場合 
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第
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曜
日
〕 

　
11：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

日
 

月
 

火
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金
 

土
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M
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ednesday
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Friday

Saturday

●
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中
央
図
書
館
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●
胃
が
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00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
交
通
安
全
日
 

●
胃
が
ん
検
診
（
熊
山
地
域
）
 

●
子
宮
が
ん
検
診
（
山
陽
地
域
）
 

●
乳
児
健
診
・
育
児
相
談
 

　
受
付
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・２８
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も
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付
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セ
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セ
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岡
山
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瀬
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休
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ー
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資
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館
休
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このページは外してご利用ください。  
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 月
 火
 水
 
木
 金
 土
 日
 
月
 火
 
水
 木
 金
 土
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００
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１６：００
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○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 

　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 

☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高

　
校
生
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限

　
り
ま
す
。
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て

　
い
ま
す
が
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高

　
校
生
以
上
で
す
。
 

■
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
 

■
吉
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

★
６
月
の
税
・
保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
市
県
民
税
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
期（
全
期
） 

　
●
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
期

　
●
介
護
保
険
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
期
 

６
月
３０
日
ま
で
 

施
設
修
繕
の
た
め
 

プ
ー
ル
開
放
中
止
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六
月
は
、
平
成
二
十
年
度
市
県
民
税
（
住

民
税
）
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
の
当
初

課
税
月
で
す
。 

　
個
人
の
市
県
民
税
は
、
平
成
二
十
年
一
月

一
日
時
点
で
赤
磐
市
に
住
所
の
あ
っ
た
人
が

課
税
の
対
象
と
な
り
、
納
付
方
法
に
は
「
特

別
徴
収
」
と
「
普
通
徴
収
」
の
二
通
り
が

あ
り
ま
す
。 

　
市
県
民
税
の
「
特
別
徴
収
」
と
は
、
給
与

所
得
者
の
場
合
、
毎
月
給
与
か
ら
天
引
き

し
、
勤
務
先
を
通
じ
て
納
付
す
る
方
法
で
す
。

ま
た
、「
普
通
徴
収
」
と
は
、
給
与
か
ら
の

天
引
き
が
で
き
な
い
場
合
（
自
営
業
者
や
年

金
所
得
者
な
ど
）、
市
役
所
か
ら
直
接
送
付

さ
れ
る
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
、六
月
・

八
月
・
十
月
・
十
二
月
の
四
期
で
納
付
す
る

方
法
で
す
。
　 

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
年
税
額

を
八
期
に
分
け
て
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
の
方
法
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
従
来
の
方

法
に
加
え
、
今
回
、
年
金
か
ら
天
引
き
す
る

方
法
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
（
詳
し
く
は
下

欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。 

　
い
ず
れ
も
、
先
の
年
末
調
整
や
申
告
で
確

定
し
た
平
成
十
九
年
分
の
所
得
を
も
と
に

税
額
を
算
定
し
て
い
ま
す
。 

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
本
年
度
も
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
市
県
民
税
の
「
特
別
徴
収
」
の
納

税
通
知
書
は
各
事
業
所
に
一
括
送
付
し
て
い

ま
す
。「
普
通
徴
収
」
の
納
税
通
知
書
は
六

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。 

   

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
点 

 
◇
「
特
別
徴
収
」
の
開
始 

　
国
民
健
康
保
険
税
の
「
特
別
徴
収
」
と

は
、
年
税
額
を
六
回
に
分
け
、
年
金
の
支
払

月
（
年
六
回
）
に
、
年
金
支
給
額
か
ら
あ
ら

か
じ
め
天
引
き
す
る
方
法
で
、
四
月
か
ら
す

で
に
徴
収
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
対
象
と
な
る
納
税
義
務
者
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
六
十
五

歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
世
帯
主
で
、
次

の
　
〜
　
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。 

 

　
世
帯
主
本
人
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保

　
険
者
で
あ
る
こ
と
（
＝
擬
制
世
帯
主
の

　
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
） 

　
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　
全
員
が
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満

　
で
あ
る
こ
と 

　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年
間

　
支
給
額
が
十
八
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と 

　
介
護
保
険
料
も
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ

　
れ
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護

　
保
険
料
の
合
計
額
が
、
各
天
引
き
月
に
、

　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
支
給
額

　
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と 
 

　
四
月
・
六
月
・
八
月
の
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
税
額
の
六
分
の
一
相
当
額
を
仮
徴

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
こ
の
三
回
分
は
、

前
年
の
所
得
が
確
定
し
な
い
段
階
で
特
別

徴
収
の
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

で
す
）。 

　
六
月
に
所
得
が
確
定
し
、
税
額
が
正
式

に
決
定
し
ま
す
の
で
、
同
月
中
旬
に
「
年
税

額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。 

　
そ
の
後
、
確
定
税
額
か
ら
仮
徴
収
税
額

を
差
し
引
い
た
額
を
、
十
月
・
十
二
月
・
二

月
の
三
回
に
分
け
て
本
徴
収
し
ま
す
。 

※
な
お
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

　
は
、
従
来
ど
お
り
、
年
税
額
を
六
月
か
ら
翌

　
年
一
月
ま
で
の
各
月
（
計
八
期
）
に
分
け
て
、

　
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
の
方
法
で
納
付

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
＝
普
通
徴
収
） 

　
納
税
通
知
書
は
六
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。 

 
◇
二
割
軽
減
申
請
の
廃
止 

　
二
割
軽
減
は
、
こ
れ
ま
で
、
対
象
と
な
る

人
に
申
請
書
を
送
付
し
提
出
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
よ
り
申
請
が

不
要
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
か
ら
、
軽
減
後

の
税
額
を
通
知
し
ま
す
。 

◇
税
率
の
変
更 

　
医
療
分
の
税
率
が
、
所
得
割
・
均
等
割
・

　
平
等
割
の
い
ず
れ
も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
分
」（
次
ペ

　
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
が
新
た
に
設
け

　
ら
れ
ま
し
た
。 

8.1％ 

23,000円 

21,000円 

1.7％ 

6,000円 

5,000円 

1.7％ 

7,800円 

5,500円 

所得割 

均等割 

平等割 

所得割 

均等割 

平等割 

所得割 

均等割 

平等割 

9.5％ 

28,000円 

25,000円 

 

 

 

1.7％ 

7,800円 

5,500円 

医 療 分  

介 護 保 険 分  
（40歳以上65歳未満の人） 

後期高齢者医療支援金分 

区　　　　　　分 改正前 改正後 
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平成19年度住民税の課税所得金額 
（申告分離課税分を除く） 

所得税との人的控除額の 
差の合計額 

平成20年度住民税の課税所得金額 
（申告分離課税分を含む） 

所得税との人的控除額の 
差の合計額 

※課税所得金額とは、所得額から所得控除額を差し引いた額です。 
　また、『人的控除』とは、たとえば「配偶者控除」「扶養控除」 
　「障害者控除」「基礎控除」などをいいます。 

＞ 

≦ 

　平成20年度の所得証明書や市県

民税課税証明書は、それぞれ「平成

19年中の所得」や「平成19年中の

所得をもとに課税した市県民税額」

を証明したものです。 

　証明書の交付を受けるときは、｢年分｣

や「年度」に十分ご注意ください！ 

　なお、交付申請にお越しの際は、身

分証明書（運転免許証、健康保険証

など）を必ずお持ちください。 

☆
「
後
期
高
齢
者 

　     

医
療
支
援
金
分
」と
は
… 

　
平
成
二
十
年
四
月
、現
役
世
代
と
高

齢
者
世
代
の
負
担
を
明
確
化
し
、公
平
に

す
る
た
め
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
す

べ
て
の
人
は
、こ
の
制
度
の
財
源
の
約
四

割
を
、「
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
分
」

と
し
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

平成20年度所得証明書・ 
市県民税課税証明書の交付は… 

6月2日（月）からです！ 

              

所
得
変
動
に
と
も
な
う 

住
民
税
の
還
付
に
つ
い
て 

 

　
所
得
税
（
国
税
）
と
住
民
税
（
地
方
税
）

の
税
率
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら
地

方
へ
財
源
を
移
し
替
え
る
『
税
源
移
譲
』
が
、

昨
年
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
『
税
源
移
譲
』
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
、
平
成
十
九
年
六
月
分
か
ら
住
民
税

が
増
え
、
そ
の
代
わ
り
に
、
平
成
十
九
年
一

月
分
か
ら
所
得
税
が
減
っ
て
、
所
得
税
と
住

民
税
を
合
わ
せ
た
全
体
的
な
負
担
は
、
基

本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
平
成
十
九
年
中
の
所
得
が
減
っ

た
た
め
、
所
得
税
率
の
変
更
に
よ
る
税
負

担
の
軽
減
の
影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税
率

の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影
響
の

み
を
受
け
る
人
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
納
付

済
み
の
平
成
十
九
年
度
分
住
民
税
額
か
ら
、

税
源
移
譲
に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税

相
当
額
を
還
付
す
る
と
い
う
経
過
措
置
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

◇
対
象
と
な
る
人
は
？ 

　
平
成
十
八
年
分
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ

る
程
度
の
所
得
が
あ
っ
た
が
、
平
成
十
九
年

分
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
程
度
ま
で

所
得
が
減
少
し
た
人
（
※
所
得
税
は
、
配

当
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど

の
「
税
額
控
除
」
を
行
う
前
の
金
額
を
み

ま
す
）。 

　
具
体
的
に
は
、
次
の
　
と
　
の
両
方
の

条
件
を
満
た
す
人
で
す
。 

  

◇
還
付
を
受
け
る
に
は
？ 

　
平
成
十
九
年
一
月
一
日
現
在
お
住
ま
い
で

あ
っ
た
市
区
町
村
（
平
成
十
九
年
度
住
民

税
の
課
税
地
）
に
、「
平
成
十
九
年
度
分
市

民
税
・
県
民
税
減
額
申
告
書
」
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
中
に
住
所
に
異
動
の
あ
っ

た
人
は
申
告
先
を
お
間
違
え
に
な

ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
平
成
十
九
年
中
に

亡
く
な
ら
れ
た
人
や
海
外
勤

務
な
ど
で
日
本
国
内
に
住

所
を
有
し
な
く
な
っ
た
人

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

◎
な
お
、
対
象
と
な
る
人
へ
は
、

　
七
月
初
旬
に
、
個
別
に
お
知
ら
せ
（
申
告

　
書
も
同
封
）
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
還

　
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
税
務
課
に

　
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
申
告
期
間
は
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十

　
一
日
ま
で 

で
す
。 
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　この講座は、地域に開かれた学校を目指し、夏休み期間を利用して学校の協力をいただき行われるものです。
今年は市内全域を対象に、高陽中学校、桜が丘中学校、赤坂中学校、磐梨中学校、吉井中学校で開講します。 
あなたも参加して、中学生や先生方と講座を通じてふれあいを深めてみませんか。 
お誘い合わせの上、ご参加ください。 

市内在住の小学生以上の人〈小学１・２年生は保護者同伴でお願いします〉 

講座内容によっては実費材料代が必要となります。 

６月２７日（金）まで〈各講座とも定員に達し次第、締め切らせていただきます〉 

各中学校教諭〈アシスタント：各中学校生徒〉 

赤磐市教育委員会・市内中学校 

い 
き 
い き 

学 校 講 座 
が開講になります。 

対 象  

材 料 代  

申込期限  

講 師  

主 催  

講座内容・募集定員 

問い合わせ・申し込み先 

ハンドベルで楽しく演奏してみよう 
（みんなが知っている曲を演奏しよう） 

絵てがみを描こう 
（心あたたまる言葉を添えて） 

お菓子づくり 
（簡単に作れるお菓子ほか） 

うどんづくり 
（みんなで楽しくうどんをつくろう） 

人権学習講座　（岡山の人権獲得の歴史・渋染
一揆について学ぼう） 

人権学習講座　（ハンセン病について正しく知
ろう、長島愛生園・現地研修報告より） 

スケッチの楽しみ（水彩画） 

パソコン講座 
（パソコンの基礎を学習しよう） 

パソコン講座「ナンプレ教室」 
（数独ナンバープレースのパズルを解こう） 

ドラム教室 
（基本的な技術をまなぼう） 

源氏物語講座 
（入門、源氏物語はおもしろい） 

高陽中学校 
７月２２日（火） 
９:３０～１１:３０ 

７月２９日（火） 
９:３０～１１:３０ 

７月２９日（火） 
９:３０～１１:３０ 

７月２９日（火） 
１０:００～１１:３０ 

７月２９日（火） 
１３:００～１４:３０ 

８月１日（金） 
１３:３０～１５:００ 

８月４日（月） 
１３:３０～１５:３０ 

８月２５日（月） 
１３:３０～１５:３０ 

７月２４日（木）・２５日（金）・ 
３０日（水）・３１日（木） 
１３:３０～１５:３０ 

７月２３日（水） 
９:３０～１１:３０ 

７月２３日（水） 
９:３０～１１:３０ 

高陽中学校 

高陽中学校 

赤坂中学校 

赤坂中学校 

赤坂中学校 

赤坂中学校 

磐梨中学校 

磐梨中学校 

吉井中学校 

桜が丘中学校 

高陽校　 

高陽校　 

高陽校　 

赤坂校　 

赤坂校　 

赤坂校　 

赤坂校　 

磐梨校　 

磐梨校　 

よしい校 

さくら校 

２０人 

１０人 

２０人 

１０人 

３０人 

３０人 

２０人 

１５人 

１０人 

１５人 

１５人 

１人５００円程度 

１人２００円程度 

１人５００円程度 

講座名 人数 材料代 場　　所 日　　　時 内　　　　　　容 

※講座は何回受講されても結構です。 ※持参品など詳しい内容については、後日参加者にご案内します。 

赤磐市教育委員会 社会教育課 　955-0783
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近
の
健
康
ブ
ー
ム
で
、
Ｔ
Ｖ
、
新
聞

な
ど
で
も
歯
周
病
に
関
す
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え

ま
し
た
。
歯
周
病
と
い
え
ば
、歯
肉
か
ら
血

が
出
る
、歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
な
ど
、お
口

の
中
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
歯
周
病
は
生
活
習
慣
病

の
ひ
と
つ
に
あ
げ
ら
れ
、歯
周
病
菌
は
体
の

さ
ま
ざ
ま
な
器
官
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
最
近
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
は
歯
周
病
と
全
身
の
病

気
と
の
関
連
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

 

　
糖
尿
病
と
の
関
係 

　
糖
尿
病
の
人
は
免
疫
機
能
が
低
下
し
、

歯
肉
の
炎
症
が
お
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
だ
液
が
出
に
く
く
な
っ
て
口
が
乾
燥
し
、

細
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
環
境
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
歯
周
病
菌
が
歯
周
組
織

か
ら
血
管
に
入
り
、血
糖
値
を
下
げ
る
ホ
ル

モ
ン
「
イ
ン
ス
リ
ン
」
の
働
き
を
妨
げ
、糖
尿

病
が
悪
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
心
臓
病
と
の
関
係 

　
歯
周
病
菌
が
血
液
中
に
流
れ
込
み
、心
臓

の
内
膜
に
歯
周
病
菌
が
付
着
す
る
と
、心
内

膜
炎
と
い
う
心
臓
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
歯
周
病
が
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
も
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
　
動
脈
硬
化 

　
歯
周
組
織
の
毛
細
血
管
を
流
れ
る
血
液

中
に
歯
周
病
菌
の
毒
素
が
放
出
さ
れ
、そ
れ

が
血
流
に
の
っ
て
心
臓
の
冠
状
動
脈
の
内

壁
を
傷
つ
け
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
沈
着
を

促
進
し
、動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
誤
嚥
性
肺
炎 

　
嚥
下
（
物
を
飲
み
込
む
）
機
能
の
低
下
し

た
高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
歯
周
病

菌
や
口
の
中
の
雑
菌
が
気
管
か
ら
肺
に
進

入
し
、炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
就
寝
時

に
本
人
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
起
こ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
不
顕
性
誤
嚥
と
い

い
要
注
意
で
す
。
特
に
寝
た
き
り
の
人
は
お

口
の
中
の
衛
生
状
態
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 

　
早
産
、低
体
重
児 

　
歯
周
病
菌
の
毒
素
が
血
液
中
に
放
出
さ

れ
、胎
盤
を
通
じ
て
胎
児
の
発
育
を
妨
げ
た

り
、子
宮
の
筋
肉
を
収
縮
さ
せ
て
分
娩
を
早

め
た
り
す
る
タ
ン
パ
ク
質
が
含
ま
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
そ
の
他 

　
肥
満
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、
胃
か
い
よ
う
な

ど
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  　
以
上
、歯
周
病
は
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
と
関

連
が
あ
り
ま
す
の
で
、健
康
長
寿
を
目
指
し
、

歯
周
病
予
防
に
皆
さ
ん
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

（
赤
磐
歯
科
医
師
会
）      

最 

　
松
く
い
虫
の
被
害
は
県
南
を
中
心
に

依
然
各
地
で
発
生
し
、
か
な
り
の
松
が

集
団
的
に
枯
れ
て
い
ま
す
。
松
枯
れ
の
元

で
あ
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
、マ
ツ
ノ

マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
っ
て
運
ば
れ
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、カ
ミ
キ
リ
の
成
虫
が
被
害
木

か
ら
羽
化
・
脱
出
し
て
く
る
六
月
上
旬
に
、

カ
ミ
キ
リ
の
成
虫
を
駆
除
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
六
月
三
日
か
ら
五
日
に
か
け

て
薬
剤
空
中
散
布
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
散
布
は
、十
分
注
意
し
て
行
い
ま
す
が
、

散
布
区
域
周
辺
で
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
散
布
区
域
の
山
林
に
は
、
当
日
か
ら

　
十
日
く
ら
い
は
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

　
散
布
区
域
周
辺
で
は
、飲
食
物
・
洗
濯

　
物
を
屋
外
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

　
家
畜
・
鯉
な
ど
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
、

　
散
布
中
は
屋
内
へ
入
れ
、
飼
育
舎
・
養

　
魚
池
な
ど
に
ビ
ニ
ー
ル
で
お
お
い
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。 

〈
散
布
区
域
〉 

　
円
光
寺
・
勢
力 

　
石
・
八
島
田
・
暮
田
・
戸
津
野
・
平
山 

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉 

　
　
本
庁
産
業
振
興
課 

　
　
　（
９
５
５
）６
１
７
４ 

松
く
い
虫
駆
除
薬
剤 

空
中
散
布
の
実
施 

平
成
二
十
年
度 

ご
え
ん 

え
ん
げ 



      

　
離
乳
食
講
習
会 

 

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を

勉
強
し
ま
す
。（
要
予
約
） 

日
　
時
　
六
月
二
十
三
日（
月
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所 

　
中
央
公
民
館
・
調
理
室 

対
象
者
　
四
カ
月
〜
一
歳
五
カ

　
月
児
の
保
護
者（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
十
五
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

申
し
込
み
先 

　
本
庁
健
康
増
進
課 

  

　
幼
児
歯
科
教
室 

 

　
次
の
と
お
り
、四
・
五
・
六
歳

児
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
案
内
兼
申
込

書
を
配
付
し
ま
す
の
で
、希
望

者
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
担

当
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
転
入
な
ど
で
案
内
兼
申
込

書
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
七
月
二
十
四
日（
木
） 

〈
受
付
〉午
前
／
九
時
十
五
分

　
〜
十
一
時
、午
後
／
零
時
四

　
十
五
分
〜
二
時
三
十
分 

場
　
所 

　
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
児
　
四
・
五
・
六
歳
児（
平

　
成
十
四
年
四
月
二
日
〜
平

　
成
十
六
年
七
月
三
十
一
日

　
生
ま
れ
） 

内
　
容
　
歯
み
が
き
指
導
、

　
歯
科
健
診
、フ
ッ
素
塗
布
、

　
栄
養
指
導 

申
込
期
間
　
六
月
十
六
日（
月
）

　
〜
二
十
三
日（
月
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　 

　
本
庁
健
康
増
進
課
（
山
陽

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）お
よ
び

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係  

  

　
子
育
て
講
座 

 

　
乳
幼
児
期
の
お
子
さ
ん
を

子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象

に
子
育
て
講
座
を
開
催
し
ま

す
。（
要
予
約
） 

日
　
時
　
六
月
十
二
日（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

対
象
者
　
乳
幼
児
を
子
育
て

　
中
の
保
護
者（
託
児
有
） 

内
　
容 

　
講
師
／
親
業
訓
練
イ
ン
ス
ト

　
ラ
ク
タ
ー
・
江
崎
英
子
さ
ん 

　
講
演
／
「
親
の
愛
情
が
伝

　
わ
る
具
体
的
な
子
ど
も
へ

　
の
接
し
方
〜
親
も
子
も
元

　
気
な
笑
顔
で
〜
」 

　
お
や
つ
指
導（
試
食
あ
り
） 

申
込
期
限
　
六
月
十
日（
火
） 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
健
康
増
進
課
（
山
陽

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）お
よ
び

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

  

　
乳
幼
児
等
医
療
費 

　
受
給
資
格
者
証
の
更
新 

　 　
対
象
者
は
小
学
三
年
生
ま

で
の
乳
幼
児
等
で
す
。 

　
六
月
三
十
日
で
医
療
費
受

給
資
格
者
証
の
有
効
期
限
が

切
れ
ま
す
。
該
当
の
人
に
は

六
月
下
旬
に
新
し
い
医
療
資

格
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
七
月
一
日
よ
り
お
使
い
く

だ
さ
い
。
更
新
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
し
、次
の
　
　
　
に

該
当
す
る
人
は
、六
月
十
六

日（
月
）ま
で
に
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
対
象
の
人
で
、ま
だ
医
療

　
費
受
給
資
格
者
証
の
交
付

　
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
。 

　
受
給
資
格
者
が
加
入
し
て

　
い
る
医
療
保
険
に
変
更
が

　
あ
り
、ま
だ
変
更
の
届
け
出

　
を
し
て
い
な
い
場
合
。 

　
小
学
一
年
生
か
ら
三
年
生

　
ま
で
の
児
童
が
お
ら
れ
る

　
ご
家
庭
で
、受
給
資
格
者

　
と
同
じ
医
療
保
険
に
加
入

　
し
て
い
る
人（
国
民
健
康
保

　
険
の
場
合
は
加
入
者
全
員
、

　
被
用
者
保
険
の
場
合
は
被

　
保
険
者
）が
、平
成
二
十
年

　
一
月
一
日
に
赤
磐
市
に
住
民

　
登
録
の
な
い
場
合
。 

　
ま
た
、住
民
登
録
は
し
て
い

　
る
が
他
市
町
村
で
住
民
税

　
を
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先 

　
本
庁
健
康
増
進
課
（
山
陽

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）お
よ
び

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 
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　　　955-4783 
　　環境課 
　　　955-5347 
　　健康増進課 
　　　955-1117 
　　介護保険課 
　　　955-1116 
　　社会福祉課 
　　　955-1115 
　　水道課 
　　　955-2743 
　　下水道課 
　　　955-2942 
　　産業振興課 
　　　955-6174 
［赤坂支所代表］　957-2222 
　　市民生活課 
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子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん 

　
検
診
を
受
け
よ
う
！ 

 

　
女
性
特
有
の
が
ん
の
中
で
、

圧
倒
的
に
多
い
の
が
、「
乳
が

ん
」「
子
宮
が
ん
」
で
す
。
こ

れ
は
脂
肪
の
多
い
欧
米
型
食

生
活
の
影
響
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
の
が
ん
も
、早

期
に
発
見
す
れ
ば
、ほ
と
ん

ど
『
治
る
が
ん
』で
す
。
自
覚

症
状
が
少
な
い
の
が
難
点
で

す
か
ら
、乳
が
ん
の
自
己
検

診
や
お
の
お
の
の
定
期
検
診

が
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
の
検
診
対
象
者
に
は
、

受
診
票
兼
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を

記
入
の
上
、受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、受
診
票
兼
問
診

票
が
な
い
人
は
、検
診
担
当

課
の
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
、

申
し
出
て
く
だ
さ
い（
た
だ
し
、

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
）。 

 ﹇
子
宮
が
ん
検
診
﹈ 

実
施
期
間
　
六
月
〜
七
月 

（
詳
し
い
日
程
は
け
ん
こ
う
カ

レ
ン
ダ
ー
で
確
認
く
だ
さ
い
） 

検
診
内
容
　
医
師
に
よ
る
視

　
診
・
内
診
、細
胞
診 

対
象
者 

　
二
十
歳
以
上
の
女
性 

持
参
品
　
受
診
票
兼
問
診
票
、

　
健
康
手
帳 

料
　
金
　
五
百
円
（
七
十
歳

　
以
上
無
料
） 

 ﹇
乳
が
ん
検
診
﹈ 

◇
視
診
・
触
診（
集
団
・
個
別
） 

実
施
期
間
　
七
月
〜
九
月 

（
詳
し
い
日
程
は
け
ん
こ
う
カ

レ
ン
ダ
ー
で
確
認
く
だ
さ
い
） 

検
診
内
容
　
医
師
に
よ
る
視

　
診
・
触
診 

対
象
者 

　
三
十
歳
以
上
の
女
性 

持
参
品
　
受
診
票
兼
問
診
票
、

　
健
康
手
帳 

料
　
金
　
五
百
円
（
七
十
歳

　
以
上
無
料
） 

個
別
検
診
委
託
機
関 

　
下
表
参
照 

 

◇
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
集
団
） 

実
施
期
間
　
八
月
〜
九
月 

（
詳
し
い
日
程
は
け
ん
こ
う
カ

レ
ン
ダ
ー
で
確
認
く
だ
さ
い
） 

検
診
内
容
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　（
乳
房
Ｘ
線
検
査
） 

対
象
者 

　
四
十
歳
以
上
の
女
性
（
た

だ
し
、市
の
乳
が
ん
検
診〔
視

触
診
〕を
受
診
し
た
人
） 

持
参
品
　
健
康
手
帳
、市
の

　
乳
が
ん
受
診
票
兼
問
診
票

　〔
視
触
診
用
〕に
受
診
済
み

　
の
領
収
印
あ
る
い
は
確
認

　
印
が
あ
る
も
の 

料
　
金
　
千
円
〔
四
十
〜
四

　
十
九
歳
・
二
方
向
〕、五
百

　
円〔
五
十
歳
以
上
・一
方
向
〕

　（
七
十
歳
以
上
無
料
） 

 

◇
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
個
別
） 

実
施
期
間
　
七
月
〜
九
月
末 

検
診
内
容
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　（
乳
房
Ｘ
線
検
査
） 

対
象
者 

　
四
十
歳
以
上
の
女
性
（
た

　
だ
し
、市
の
乳
が
ん
診〔
視

　
触
診
〕を
受
診
し
た
人
） 

持
参
品
　
健
康
手
帳
、市
の

　
乳
が
ん
受
診
票
兼
問
診
票

　〔
視
触
診
用
〕に
受
診
済
み

　
の
領
収
印
あ
る
い
は
確
認

　
印
が
あ
る
も
の 

料
　
金
　
千
円
〔
四
十
〜
四

　
十
九
歳
・
二
方
向
〕、五
百

　
円〔
五
十
歳
以
上
・一
方
向
〕

　（
七
十
歳
以
上
無
料
） 

個
別
検
診
委
託
機
関 

　
下
表
参
照 

 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
健
康
増
進
課
お
よ
び 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 
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医　院　名 電話番号 検　診　時　間 予約 住　所 

■乳がん検診〔視触診・個別〕医療機関一覧（50音順） 

■乳がん検診〔マンモグラフィ・個別〕医療機関一覧 

赤磐医師会病院 

赤磐医師会病院 

あかいわファミリー 
クリニック 

石原医院 

岩藤胃腸科・外科・ 
歯科クリニック 

道満医院 

森医院 

山本クリニック 

吉井医院 

吉井外科医院 
 
 

955-6688

955-6688

952-0162

955-9251 
 

952-1166 
 
957-2111

957-2400

955-8868

955-5515 
 
952-3331

要 
（人数制限あり） 

要 
（人数制限あり） 

要 

不要 

要 

不要 

不要 

不要 

不要 

不要 

下市187-1 

 

下市187-1

瀬戸町瀬戸77

河本1143

瀬戸町沖343

町苅田920

惣分28

五日市245-4

山陽1-4-6

瀬戸町沖210 

 

平日 8：30～11：00

平日 14：00～16：00

月・火・水・金曜日 8：30～12：30、15：00～17：00 
木・土曜日 8：30～12：30

平日 8：30～12：30、15：30～19：00（但し木曜日午後は休診） 
土曜日 8：30～12：30、13：30～17：00

平日・土曜日 13：00～15：00（但し水・金・日曜日は除く） 

平日 9：00～12：30、15：00～18：30（但し木曜日午後は休診） 
土曜日 9：00～12：30、14：00～16：00

平日・土曜日 8：00～12：30（仁美診療所…火・金曜日 14：00～16：00） 

平日 9：00～12：30、15：00～18：30 
土曜日 9：00～12：30、15：00～18：00
平日 9：00～12：00、14：00～18：00（但し木曜日午後は休診） 
土曜日 9：00～12：30
月・火・木・金曜日 9：00～12：00、14：00～18：00 
水・土曜日 9：00～12：30



　
母
親
学
級 

 
　
妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
母
親

学
級
を
開
催
し
ま
す
。 

日
　
時 

　
七
月
三
日（
木
） 

　
七
月
二
十
二
日（
火
） 

　
午
前
九
時
三
十
分 

　
〜
十
一
時
三
十
分 

　（
受
付
／
午
前
九
時
十
五
分
〜
） 

会
　
場
　 

　
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
者
　
妊
娠
中
の
人 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳 

内
　
容
　 

　
七
月
三
日（
木
） 

　
講
話
と
座
談
会（
妊
娠
中
・

　
お
産
・
産
後
の
こ
と
な
ど
） 

　
講
師
／
助
産
院
ミ
ン
ト
ハ
ウ
ス

　
東
森
・
東
森
二
三
子
助
産
師 

　
七
月
二
十
二
日（
火
） 

　
お
産
・
育
児
に
向
け
て（
保

　
健
師
と
共
に
） 

　
栄
養
に
つ
い
て（
栄
養
士
の

　
指
導
と
試
食
） 

＊
同
じ
市
内
の
妊
婦
さ
ん
と

　
知
り
合
え
る
機
会
で
も
あ

　
り
ま
す
。
託
児
も
あ
り
ま

　
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加

　
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
健
康
増
進
課 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

＊
事
前
に
お
住
ま
い
の
地
域

　
ご
と
に
お
願
い
し
ま
す
。 

  

　
心
身
障
害
者
・
ひ
と
り
親 

　
家
庭
等
医
療
費
受
給 

　
資
格
者
証
の
更
新 

　 各
制
度
の
対
象
者 

◎
心
身
障
害
者 

　
医
療
費
給
付
制
度 

　
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
・
二

級
・
三
級
所
持
者
ま
た
は
知

的
障
害
者
と
判
定
さ
れ
た
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
六
十
五
歳
以
上
で

新
た
に
対
象
要
件
に
該
当
し

た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
老
齢
福
祉
年
金
の
例
に

よ
る
所
得
制
限
が
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。 

◎
ひ
と
り
親
家
庭
等 

　
医
療
費
給
付
制
度 

　
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
配
偶
者
の
な
い

母
子
・
父
子
な
ど
で
、前
年
の

所
得
税
非
課
税
の
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。 

更
新
手
続
に
つ
い
て 

　
現
在
受
給
資
格
証
を
お
持

ち
の
人
で
、七
月
一
日
以
降
該

当
の
人
に
は
、六
月
下
旬
に

新
し
い
受
給
資
格
証
を
お
送

り
し
ま
す
。
七
月
一
日
よ
り
お

使
い
く
だ
さ
い
。
更
新
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
し
、次
の
　
　
　
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、六

月
十
六
日（
月
）ま
で
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
対
象
の
人
で
、ま
だ
医
療

　
費
受
給
資
格
証
の
交
付
申

　
請
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
。 

　
受
給
資
格
者
が
加
入
し
て

　
い
る
医
療
保
険
に
変
更
が

　
あ
り
ま
だ
変
更
の
届
出
を

　
し
て
い
な
い
場
合
。 

　
受
給
資
格
者
と
同
じ
医
療

　
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人（
国

　
民
健
康
保
険
の
場
合
は
加

　
入
者
全
員
、被
用
者
保
険

　
の
場
合
は
被
保
険
者
）が
、

　
平
成
二
十
年
一
月
一
日
に
赤

　
磐
市
に
住
民
登
録
の
な
い

　
場
合
。 

　
ま
た
住
民
登
録
は
し
て
い

　
る
が
他
市
町
村
で
住
民
税

　
を
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
。 

手
続
き
に
必
要
な
も
の 

　
受
給
資
格
者
の
「
医
療
保

　
険
証
の
写
」 

　
印
鑑 

　
　
に
該
当
す
る
人
の
「
平

　
成
二
十
年
度
所
得
課
税
証

　
明
書
」
た
だ
し
、平
成
十
九

　
年
中
に
収
入
の
な
い
十
八

　
歳
未
満
の
人
は
省
略
で
き

　
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先 

　
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福

　
祉
係
・
子
育
て
支
援
係
お

　
よ
び
各
支
所
健
康
福
祉
課 

  

　
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除

　
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す 

 
　
国
民
年
金
に
は
、経
済
的

な
理
由
な
ど
か
ら
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
を
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

承
認
期
間
は
申
請
し
た
日
の

前
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
と

な
り
ま
す
。
す
で
に
申
請
さ

れ
て
い
る
人
で
引
き
続
き
希

望
さ
れ
る
人
も
七
月
か
ら
新

た
に
申
請
が
必
要
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

　
お
よ
び
各
支
所
市
民
生
活
課 
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　経費節減などの理由により、本年度（平成２０年度）から「口座振
替済通知」を廃止します。 
　ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

《廃止する口座振替済通知》 
　　固定資産税　　市県民税（普通徴収分） 
　　軽自動車税　　国民健康保険税 

　通帳記入により振替結果のご確認をお願いします。 
　口座振替できなかった場合は、従来どおり「口座振替不能通知」
を送付しますので、添付する納付書で入金をお願いします。 
　ただし、軽自動車税については、「車検用の完納証明」を送付（６
月中旬）予定しております。 
　国民健康保険税については、「確定申告用の納税額のお知らせ」
（１/１～１２/３１の国保納税額合計）を送付（翌年１月中）計画中です。 

問い合わせ先／税務課 収税係 



　
施
設
利
用
の
食
費
・ 

　
居
住
費
が
軽
減
さ
れ
ま
す 

　 　
介
護
保
険
の
施
設
に
入
所

し
て
い
る
人
や
、短
期
入
所（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）を
利
用
し
て

い
る
人
で
、市
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
人
は
、申
請
に
よ

り
食
費
・
居
住
費
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。 

　
現
在
、軽
減
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人
に
は
更
新
の
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、六

月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

＊
施
設
入
所
中
の
人
に
は
施

　
設
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係 

  

　
単
県
老
人
医
療
費 

　
受
給
者
証
の
更
新 

 

　
六
月
下
旬
に
新
し
い
資
格

証
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、七

月
一
日
よ
り
お
使
い
く
だ
さ
い
。 

資
格
に
つ
い
て 

◎
県
制
度 

　
昭
和
十
三
年
九
月
三
十
日

　
以
前
生
ま
れ
で
世
帯
の
生

　
計
中
心
者
が
市
民
税
均
等

　
割
課
税
以
下
の
人 

　
昭
和
十
六
年
九
月
三
十
日

　
以
前
生
ま
れ
で
寝
た
き
り

　
お
よ
び
一
人
暮
ら
し
の
人（
＊
） 

＊
世
帯
分
離
し
て
い
た
り
、市

　
内
に
家
族
が
い
た
り
す
る

　
場
合
は
非
該
当 

◎
市
制
度 

　
昭
和
二
十
一
年
九
月
三
十
日

　
以
前
生
ま
れ
で
身
体
障
害

　
者
手
帳
四
級
の
交
付
を
受

　
け
て
い
る
人 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
国
保
・
年
金
係

　
お
よ
び
各
支
所
市
民
生
活
課 

  

　
男
女
共
同
参
画
週
間 

 

　
”わ
か
ち
あ
う 

仕
事
も 

　
　
　
　  

家
庭
も
喜
び
も
“ 

　（
平
成
二
十
年
度
内
閣
府

　
募
集
最
優
秀
標
語
） 

 

　
六
月
二
十
三
日
〜
二
十
九

日
は
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。
男
性
と
女
性
が
、職
場

で
、学
校
で
、地
域
で
、家
庭
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」の
実
現
の
た
め
に
は
、

行
政
だ
け
で
な
く
、住
民
一
人

一
人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。 

　
赤
磐
市
で
も
、市
民
の
皆

さ
ん
が
進
ん
で
男
女
共
同
参

画
を
推
進
す
る
こ
と
を
重
視

し
、「
推
進
」
の
言
葉
を
盛
り

込
ん
だ
「
赤
磐
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
」
が
四
月
一
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る

に
は
、市
民
・
事
業
者
・
地
域
団

体
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

ま
ず
は
、私
た
ち
の
周
り
の「
男

女
共
同
参
画
」
に
つ
い
て
、考

え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
お
よ
び 

　
各
支
所
市
民
生
活
課 

  

　
児
童
手
当
の
現
況
届
は 

　
六
月
中
に 

 

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、六
月
中
に
現
況
届（
届

け
出
用
紙
は
六
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
）を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
こ
の
届
け
出
は
、毎
年
六
月

一
日
の
状
況
を
記
載
し
、児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
で
す
。

届
け
出
が
な
い
場
合
に
は
、六

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

　
公
務
員
の
児
童
手
当
は
勤

務
先
で
の
請
求
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
勤
務
先
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。 

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
社
会
福
祉
課
子
育
て

　
支
援
係
お
よ
び
各
支
所
健

　
康
福
祉
課
福
祉
係 
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時　間 場　　　　所 
10：00～10：20 

10：40～11：00 

11：20～11：40 

13：00～13：20 

13：50～14：10 

14：30～14：50 

15：10～15：30

赤坂支所 

仁堀出張所 

吉井支所 

熊山支所 

桜が丘いきいき交流センター向い空地 

山陽公民館 

本庁 

臨時注射 

　狂犬病予防注射の臨時注射を次の日
程により実施します。まだ注射されて
いない人や注射済票未交付の人は
ご利用ください。 

【日　　程】６月２２日（日） 
【各種料金】 
　　登録料金…………３，０００円 

予防注射料金……２，８００円 
注射済票料金………５５０円 

　※未注射の人には、はがきを送付しますので当日持参してく
　　ださい。注射済票のみの交付の人は注射済みが分かる
　　証明書を持参してください。なお、はがきの到達前に手続
　　き済みの場合は行き違いですのでご了承ください。 

【問い合わせ先】 
　　本 庁 環 境 課　　赤坂支所市民生活課 
　　熊山支所市民生活課　　吉井支所市民生活課 
【時間・場所】 
 



   
　
新
技
術
講
座（
花
） 

　
こ
れ
か
ら
の
花
栽
培
に
つ
い
て 

 

日
　
時
　
六
月
十
九
日（
木
） 

　
午
後
一
時
三
十
分 

　
〜
三
時
三
十
分 

場
　
所 

　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
東
備
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー 

　
主
任
・
津
野
　
理
彦
　
氏 

対
象
者 

　
生
産
者
お
よ
び
予
定
者 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

  

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

　
吉
井
川
荘
看
護
職
員
募
集 

 

募
集
人
員
　
一
人 

対
象
者 

　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、看
護

師
も
し
く
は
准
看
護
師
資
格

を
有
す
る
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
も
っ
て
い
る
人 

応
募
方
法 

　
所
定
の
履
歴
書
に
よ
り
六

月
十
六
日（
月
）ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
〒
７
０
８
―
１
５
２
３
　 

　
久
米
郡
美
咲
町
吉
ヶ
原
八
三
八  

　
柵
原
吉
井
特
別
養
護
老
人

　
ホ
ー
ム
組
合 

特
別
養
護
老

　
人
ホ
ー
ム 

吉
井
川
荘 

職

　
員
採
用
係 

　
　
０
８
６
８（
６
２
）１
２
７
７ 

  
　
税
務
職
員
募
集 

 

　
国
税
庁
で
は
、税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。税
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
て
、

ぜ
ひ
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
国
税
庁
・
広
島
国

税
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
広
島
国
税
局
総
務
部
人
事

　
第
二
課
試
験
研
修
係 

　
　
０
８
２（
２
２
１
）９
２
１
１ 

　
瀬
戸
税
務
署
総
務
課 

　
　（
９
５
２
）１
１
５
７ 

  

　
救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

　
救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す 

 

　
大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
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山陽総合福祉 
センター１階相談室 

赤坂健康管理 
センター 

熊山保健福祉 
総合センター 

仁美農村振興 
センター 

吉井会館 
農事実習室 

本庁２階 
第１会議室 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

６月２日（月） 
午前１０時～午後３時 
※心配ごとは 
　午後１時～３時 

６月２０日（金） 
午後１時～３時 
※無料法律相談は 
　午前１０時～午後３時 

６月２日（月） 
午前１０時～午後３時 

６月２日（月） 
午前１０時～午後３時 

６月６日（金） 
午前１０時～正午 

６月１８日（水） 
午後１時～３時 

６月２日（月） 
午前１０時～午後３時 

６月６日（金） 
午後１時～４時 

６月１６日（月） 
午後１時～３時 

【人権】【障害者】【心配ごと】
【無料法律】 
岡山弁護士会所属弁護士 
※要予約 

【人権】 

【人権】 

【人権】【行政】 

【行政】 
【身体障害】 
【知的障害】 
【心配ごと】 

【心配ごと】 

【人権】【行政】 
【消費生活相談】 
※すべて予約制 

【人権】【行政】 
【心配ごと】 

【無料法律】（１人３０分） 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 
※要予約 

【人権】【無料法律】 
　本庁市民課 
　　９５５-１１１４ 
【行政】【消費生活相談】 
　協働推進室 
　　９５５-４７８３ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会山陽支所 
　　９５５-８８７７ 

【人権】【行政】【無料法律】 
　熊山支所市民生活課 
　　９９５-１２１４ 
【障害者】 
　熊山支所健康福祉課 
　　９９５-１２９３ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会熊山支所 
　　９９５-２３３６ 

【人権】【行政】 
　吉井支所市民生活課 
　　９５４-１１８３ 
【身体障害】【知的障害】 
　吉井支所健康福祉課 
　　９５４-１３７４ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会吉井支所 
　　９５４-２５３３ 

【人権】【行政】 
　赤坂支所市民生活課 
　　９５７-４８２１ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会赤坂支所 
　　９５７-２３３４ 

山
　
陽
　
地
　
域 

赤
坂
地
域 

熊
　
山
　
地
　
域 

吉
　
井
　
地
　
域 

日　　　時 場　　　所 問い合わせ先 相談内容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 



守
る
た
め
に
、適
切
な
応
急
手

当
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
年
齢
・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。
奮
っ
て
の
受
講
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
　
時
　
六
月
二
十
二
日（
日
） 

　
午
前
九
時
〜
正
午 

場
　
所 

　
赤
磐
市
消
防
署
北
出
張
所 

受
講
人
数
　
十
人
程
度 

申
込
期
限
　
六
月
十
日（
火
） 

参
加
費
用
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
先 

　
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係 

      

　
下
水
道
供
用
開
始 

 

　
山
陽
地
域
・
熊
山
地
域
で
、

新
た
に
下
水
道
が
使
用
で
き

る
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

供
用
開
始
年
月
日 

　
六
月
十
五
日（
日
） 

供
用
開
始
区
域 

〈
山
陽
地
域
〉 

　
下
市
・
河
本
地
区
の
一
部 

〈
熊
山
地
域
〉 

　
可
真
上
・
殿
谷
・
岡
地
区
の
一
部 

＊
対
象
区
域
の
人
は
、速
や
か

　
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
行

　
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

　
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
下
水
道
課 

  

　
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
！ 

 

　
多
重
債
務
問
題
の
解
決
を

支
援
す
る
た
め
、県
で
は
、弁

護
士
、司
法
書
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。予
約
は
不
要
で
す
。 

日
程
お
よ
び
会
場 

　
六
月
三
十
日（
月
） 

　
備
前
県
民
局 

　
七
月
三
日（
木
） 

　
東
備
支
局 

＊
相
談
時
間
は
い
ず
れ
も
午

　
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
で

　
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
庁
県
民
生
活
課 

　
　
０
８
６（
２
２
６
）７
３
４
６ 

  

　
平
成
二
十
年
分
の 

　
路
線
価
等
の
公
開
日 

 

　
国
税
庁
で
は
、平
成
二
十
年

分
の
路
線
価
等
に
つ
い
て
、七

月
一
日（
火
）に
全
国
一
斉
公
開

す
る
予
定
で
す
。
路
線
価
図

等
は
、ご
自
宅
な
ど
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。 

　
な
お
、国
税
局
・
税
務
署
で
は
、

I
T
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

進
め
て
お
り
、平
成
二
十
年
分

か
ら
路
線
価
図
等（
冊
子
）を

備
え
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.nta.go.jp 

問
い
合
わ
せ
先 

　
瀬
戸
税
務
署 

　
　（
９
５
２
）１
１
５
７ 
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　平成１９年度まで市が基本健康診査として実施して
いた健診が変わります。平成２０年度からは、加入して
いる医療保険者が実施主体となり、年齢および加入の
医療保険に応じて受診方法が変わります。 
　自分はどこから案内が届くのか、下の表で確認して
ください。 

※各種がん検診は今までどおりです。 
※65歳以上の人は健康診査にあわせて、『生活機能評価』を受
　診してください。 

40～74歳の人 75歳以上の人 

加入している医療保険 過去２年間（平成１８年度
か１９年度）に市の基本
健康診査を受診されまし
たか？ 

加入してい
る保険者か
ら案内が届
きますので、
案内に従っ
て健診を受
けてください。 

市の健康診査の
案内が届きます
（８月ごろの予定）。
集団健診の日程
は４月に配布しま
した「けんこうカ
レンダーに掲載
していますので
ご覧ください。 

健診を希望
される人は
健康増進課、
または各支
所健康福祉
課にお問い
合せください。 

※年齢は平成２１年３月３１日現在で判断してください。 

［問い合わせ先］本庁市民課国保年金係・健康増進課・介護保険課 
各支所市民生活課・健康福祉課 

国民健康 
保険以外 

国民健康 
保険 

した しない 

特定健康診査・健康診査 
〈４０歳～７４歳対象〉 〈７５歳以上対象〉 

◇岡山東農業協同組合 
　全国共済農業協同組合連合会岡山県本部 
　　ランドセルカバー  500枚　 
　　横断旗  2,185本 
◇赤磐交通安全協会 
　　サドル反射カバー  500個　 
　　サイクルリフレクター  １,０００個 

寄
付
お
礼 

　最近、電話により赤磐市職員を装い、「年金の未払
いがある」、「高額医療費の還付がある」として、銀行
などの口座番号を聞き出そうとする不審な問い合わ
せ事例が発生しています。 
　市職員が電話による聞き取りを
行うことはありません。十分に注
意してください。 
【問い合わせ先】 
　岡山県消費生活センター 　０８６-２２６-０９９９ 
　本庁協働推進室 



28広報あかいわ（平成20年6月号） 

このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

秘書課公聴広報係  　955-4770

「
市
長
に
私
の
意
見
を
聴
い
て
ほ
し
い
！
」
と
い
う
あ
な
た
 

　
市
長
と
市
民
が
市
政
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
機
会
を
設
け
ま
す
。
対
象
は

市
内
在
勤
・
在
住
者
で
す
。
内
容
は
市
政
に
関
す
る
こ
と
に
限
定
し
ま
す
。 

 

◇
山
陽
地
域
巡
回
市
長
対
話
室 

　
テ
ー
マ
を
決
め
て
お
話
し
を
お
聴
き
し
ま
す
。
例
え
ば
「
少
子
・
高
齢
化

対
策
」「
交
通
安
全
」「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
開
催
日
時
】
七
月
十
日
（
木
）　
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

【
場
　
　
所
】
本
庁
二
階
　
会
議
室 

【
申
込
期
間
】
六
月
二
十
六
日
（
木
）
ま
で 

 

◇
市
長
室
で
い
き
い
き
ト
ー
キ
ン
グ 

　
市
長
室
で
個
人
、
も
し
く
は
小
グ
ル
ー
プ
（
五
人
以
内
）の
ご
意
見
を
お
聴

き
し
ま
す
。 

【
開
催
日
時
】
七
月
二
十
二
日
（
火
） 

　
■
一
回
に
つ
き
四
人
（
グ
ル
ー
プ
）
ま
で 

　
■
対
話
時
間
（
二
十
分
間
） 

　
　
午
後
五
時
〜
五
時
二
十
分
　
　
午
後
五
時
三
十
分
〜
五
時
五
十
分 

　
　
午
後
六
時
〜
六
時
二
十
分
　
　
午
後
六
時
三
十
分
〜
六
時
五
十
分 

【
場
　
　
所
】
本
庁
二
階
　
市
長
室 

【
申
込
期
間
】
開
催
日
の
二
週
間
前
ま
で 

　
希
望
者
（
団
体
）
は
本
庁
秘
書
課
、
支
所
市
民
生
活
課
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。 

　
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
、
開
催
日
の
概
ね
一
週
間
前

ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。 

 

　
【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

　 

　
　
本
庁
秘
書
課
公
聴
広
報
係
　
　
　（
９
５
５
）４
７
７
０ 

　 

　
　
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課
　
　
　（
９
５
７
）２
２
２
６ 

　 

　
　
熊
山
支
所
市
民
生
活
課
　
　
　（
９
９
５
）１
２
１
１ 

　 

　
　
吉
井
支
所
市
民
生
活
課
　
　
　（
９
５
４
）１
１
１
１ 

　
赤
磐
市
の
成
人
式
を
、
平
成
二
十
一
年
一
月
十
一
日
（
日
）
午
前
十
一
時
か

ら
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。 

　
こ
の
成
人
式
を
、二
十
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会

に
よ
り
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
生
の
大
き
な
節
目
と
な
る
二

十
歳
の
記
念
に
、
あ
な
た
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
「
成
人
式
づ

く
り
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
な
お
、
新
成
人
該
当
者
は
昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
元
年

四
月
一
日
の
間
に
生
れ
た
人
で
す
。 

　
な
お
、
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
人
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
随
時
受

け
付
け
し
ま
す
の
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
六
月
二
十
七
日
（
金
） 

【
募
集
人
員
】
二
十
人
程
度 

【
申
し
込
み
先
】
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　（
９
５
５
）０
７
８
３ 

★
桜
を
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に 

　
〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
・
周
匝
区
〜 

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成

事
業
に
よ
り
、周
匝
の
城
山
公
園
周
辺
に

桜
、さ
つ
き
、ケ
ヤ
キ
、も
み
じ
な
ど
が
住

民
の
手
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
、四
季
折
々
住
民
が
憩
え
る
場
と
し
て

守
り
育
て
ま
す
。 

中
国
武
術
太
極
拳
と
気
功
教
室
 

中
国
武
術
で
身
体
に
栄
養
を
！
 

「
成
人
式
」
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
 

　
誰
に
で
も
で
き
る
中
国
武
術
の
入
門
。
緩
や
か
な
動
き
に
合
わ
せ
た
、

深
い
呼
吸
で
鍛
錬
す
る
気
功
法
は
身
体
の
内
部
を
暖
め
、
脂
肪
を
燃
や
し
、

新
陳
代
謝
を
促
し
な
が
ら
自
然
治
癒
力
を
高
め
て
い
く
調
和
の
取
れ
た

健
康
づ
く
り
で
す
。一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
日
　
時
】
六
月
二
十
四
日
（
火
）　
午
後
七
時
〜
八
時
三
十
分 

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館
　
三
階
　
展
示
講
座
室 

【
会
　
費
】
五
百
円
（
当
日
会
場
で
集
金
し
ま
す
） 

　
※
運
動
が
で
き
る
服
装
と
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
申
し
込
み
先
】 

　
　（
９
５
５
）２
３
０
４
　
右
遠 

　
※
ご
連
絡
は
午
後
六
時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。 
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熊　山　支　部 

◆材料（４人分） 
　　なす…小４個 
　　紫玉ねぎ（または玉ねぎ）…１/４個 
　　豚バラ薄切り肉…１００ 
　　青じその葉…５～６枚　　ごま油…大さじ１ 
　〔甘酢だれ〕 
　　しょうゆ…大さじ１と１/２　　酢…大さじ３ 
　　水…大さじ１と１/２　　さとう…大さじ１と２/３ 
　　にんにくのみじん切り…１かけ分 
　　赤唐辛子…２～３本 

◆作り方 
　　　甘酢だれを作る。赤唐辛子は粗くちぎり、へた
　　　と種を除く。すべての材料をよく混ぜ合わせる。 
　　　なすはへたを取って縦半分に切り、皮にかのこ
　　　状に切り目を入れる。紫たまねぎは繊維にそっ
　　　て薄切りにする。豚肉は幅２　に切る。 
　　　フライパンにごま油大さじ１を熱し、なすを中火
　　　で両面をこんがりと焼き色がつき、端を菜ばし
　　　で押してみて柔らかくなるまで焼く。油を軽く
　　　きり、皿に盛る。 
　　　　のフライパンに豚肉を入れ、カリッとするまで
　　　中火でよくいためる。紫玉ねぎを加えてさっと
　　　いため、甘酢だれ大さじ３杯から４杯を回し入れ
　　　て全体にいため合わせ、なすにかける。 
　　　青じそを粗くちぎってのせ、残りのたれを好み
　　　の量かける。なすは大きめに切るので、皮にか
　　　のこ状の切り目を入れておくとかみ切りやすい。 

焼きなすの甘酢サラダ 

私
た
ち
と
歌
い
ま
せ
ん
か
？
 

　
山
陽
女
声
コ
ー
ラ
ス
で
す
。
早
い
も
の
で
、
今
年
二
十
五
周
年
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
十
二
月
に
予
定
し
て
い
る
定
期
演
奏
会
に
向
け
て
練

習
中
で
す
。
山
陽
女
子
高
校
の
中
村
先
生
が
毎
週
根
気
強
く
指
導
し
て
く
だ

さ
る
の
で
、
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。 

　
今
は
ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
ー
や
沖
縄
の
歌
な
ど
、
皆
さ
ん
が
よ
く
耳
に
す
る
歌
を
練

習
し
て
い
ま
す
。
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
練
習
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。
経
験
者
は

も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。
中
村
先
生
が
親
切
に
指
導
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
練
習
日
程
】
毎
週
火
曜
日
　
午
後
七
時
三
十
分
〜
九
時
三
十
分 

【
場
　
所
】
高
月
公
民
館 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
　
友
実
　
　
泉
　
　（
９
５
５
）２
５
０
５ 

　
　
幡
山
　
容
香
　
　（
９
５
５
）１
０
０
７ 

　
　
杉
本
　
貴
美
　
　（
９
５
５
）３
３
３
６ 

　これから夏に向けて、なすが食卓にのぼる
ことも多くなるのではないでしょうか。なすの
濃紺の色素の主成分はナスニンというアント
シアン系の色素で、体の中で悪さをする活性
酸素を除去する強い抗酸化作用があります。
工夫次第でどんな料理にも使えるなすをぜ
ひおいしくいただきましょう。 

　焼いたなすと豚肉に、甘酢だれをかけます。
旬のなすは皮が柔らかくそのまま食べられま
すが、皮がかたくなる時期なら、ピーラーでと
ころどころむいてください。 

●平成20年赤磐市火災・救急発生状況（4月） 

本署 

火　　災　　別 救　　急　　別 

建物 林野 車両 
計 計 

その他 交通 急病 一般 その他 

東 
出張所 

北 
出張所 

計 

11
（38） 

5
（18） 

2
（3） 

18
（59） 

51
（203） 

12
（77） 

10
（51） 

73
（331） 

15
（36） 

7
（17） 

3
（14） 

25
（67） 

20
（67） 

9
（20） 

1
（5） 

30
（92） 

97
（344） 

33
（132） 

16
（73） 

146
（549） 

（3） 

　
（0） 

（1） 

（4） 

1 
（1） 

　
（0） 

1
（1） 

2
（2） 

（0） 

（0） 

　
（0） 

　
（0） 

（2） 

1
（3） 

（3） 

1
（8） 

1
（6） 

1
（3） 

1
（5） 

3
（14） 

（　）にあっては平成20年の累計を示す。 

２０年４月中 

１９年４月中 

増 減  

２０年４月末 

１９年４月末 

増 減  

91
107
－16
371
384
－13

31
34
－3
98

112
－14

0
1
－1

0
1
－1

5
5
±0
11
12
－1

36
37
－1

125
141
－16

60
73
－13
273
272
＋1

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成20年赤磐市交通事故発生状況（4月） 
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山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
施
設
無
料
開
放 

　
平
成
三
年
四
月
二
十
九
日
に
開
園
し
た

ふ
れ
あ
い
公
園
で
は
、こ
の
日
を
毎
年
「
無

料
開
放
の
日
」
と
し
て
、一
般
開
放
を
し
て
い

ま
す
。 

　
今
年
も
体
育
館
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓

球
・
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
屋

内
プ
ー
ル
で
は
水
泳
、
園
内
で
は
、
散
策
し

た
り
、
遊
具
で
遊
ん
だ
り
と
、
家
族
連
れ
・

友
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
約
五
百
人
が
、そ
れ
ぞ

れ
の
ス
タ
イ
ル
で
休
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。 

　4月18日（金）、山陽浄化センターで赤磐警察署と赤
磐市消防本部が、有毒ガス中毒者の早期救助と近隣
住民への二次被害防止を目的に、合同訓練を行いま
した。 
　訓練は、『「有毒ガス発生」と張り紙された乗用車内
に男性がおり、液体の入ったバケツが置かれている』と
の想定。 
　現場に駆けつけた警官は付近住民に避難を呼び
かけ、ガスマスクを着けた消防隊員は、風上から車に
近づき、男性を救出するなど、緊迫した状況の中で訓
練が行われました。 
　この訓練は、硫化水素についての知識を身につけ、
的確な行動がとれるようにと行われたものです。 

有毒ガス対応訓練 

　4月19日（土）、20日（日）の2日間にわたり西軽部で「染
色桜祭り」が行われました。 
　祭りでは、大正琴のグループが演奏を披露したほか、
抹茶が振る舞われ、訪れた人たちは桜を眺めながら
優雅なひとときを楽しんでいました。 
　この桜は、花びらの色が白から淡いピンク、濃いピン
クへと徐 に々変化する珍しい桜で、樹齢は70年以上と
のこと。 
　花が日々、色とりどりに染まっていく様子から、地元
住民が「染色桜」と命名し、周辺の草刈りを行うなど
大切に見守っています。 

染色桜祭り 
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五
月
八
日
（
木
）、
吉
井
川
河
川
敷
で
、
地

元
の
保
育
園
児
五
十
二
人
を
招
い
て
ア
ユ
の
稚

魚
の
放
流
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
放
流
祭
は
、
吉
井
川
南
部
漁
協
が
身

近
な
川
に
生
息
す
る
魚
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
参
加
し
た
園
児
た
ち
は
、「
お
お
き
く
な
っ

て
ね
」
と
呼
び
か
け
た
り
、
手
を
振
っ
た
り
し

な
が
ら
小
さ
な
バ
ケ
ツ
か
ら
川
へ
ア
ユ
の
稚
魚

を
放
し
ま
し
た
。 

ア
ユ
の
稚
魚
放
流 

発　行　岡山県赤磐市下市344 
　　　　赤磐市役所 

編　集　総務部秘書課 
　　　　TEL.955-4770 
　　　　FAX.955-1261 

発行日　平成20年6月1日 

ＵＲＬ　http://www.city.akaiwa.lg.jp

　
熊
山
英
国
庭
園
で
の
一
日
、
日
差
し

は
強
か
っ
た
も
の
の
木
陰
は
心
地
よ
い

風
が
吹
き
『
E
G
リ
ビ
ン
グ
』
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
聞
き
な
が
ら
、
手
入
れ
の
行

き
届
い
た
庭
園
を
散
策
。
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、帰
れ
ば
マ
イ
ホ
ー
ム
の
庭
の
草
が

目
に
付
き
、
た
め
息
が
…
。
何
事
も
手

入
れ
は
日
々
の
積
み
重
ね
が
大
切
と

反
省
し
き
り
。 

　
六
月
六
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら
中

央
図
書
館
が
利
用
で
き
ま
す
。一
足
先

に
見
学
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
玄
関
を

入
る
と
広
く
明
る
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
が
目
に
入
り
ま
す
。一
階
で
は
水

辺
の
閲
覧
室
、二
階
で
は
一
階
が
見
渡

せ
る
学
習
ス
ペ
ー
ス
が
気
に
入
り
、
絶

対
に
こ
の
場
所
で
好
き
な
本
を
読
も

う
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 

◇
横
田
春
郎
さ
ん
（
桜
が
丘
西
六
丁
目
） 

 

　
五
月
一
日（
木
）、荒
嶋
市
長
ら
が
四
月
三

十
日
に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
横
田
春
郎
さ

ん
を
お
尋
ね
し
、
市
と
県
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
横
田
さ
ん
は
、鳥
取
県
出
身
。
約
二
十
年

前
に
桜
が
丘
西
六
丁
目
に
移
り
住
み
、ゆ
っ

た
り
と
過
ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
こ
こ
数
年
は
体
調
を
崩
さ
れ
て
い
る
横

田
さ
ん
で
す
が
、
長
生
き
の
秘
け
つ
を
奥
さ

ん
の
貞
子
さ
ん
に
お
聞
き
す
る
と
、「
私
が

昔
、
食
物
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
取
っ

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
」
と
答
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 

◇
平
尾
久
子
さ
ん
（
是
里
） 

 

　
五
月
八
日
（
木
）、
荒
嶋
市
長
ら
が
こ
の

日
に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
平
尾
久
子
さ
ん

を
お
尋
ね
し
、
市
と
県
か
ら
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

　
平
尾
さ
ん
は
、幼
少
の
こ
ろ
か
ら
農
作
業

を
さ
れ
て
い
て
、結
婚
さ
れ
て
か
ら
も
養
蚕
、

米
、
葉
タ
バ
コ
の
生
産
に
携
わ
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。 

　
長
生
き
の
秘
け
つ
を
家
族
に
お
聞
き
す

る
と
、「
何
で
も
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
る
こ

と
と
、毎
日
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と

と
、
田
舎
暮
ら
し
で
ス
ト
レ
ス
な
く
ゆ
っ
た

り
と
生
活
す
る
こ
と
が
良
い
の
で
し
ょ
う
」

と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

▲「大きくなってね」などと呼びかけながら 
　アユの稚魚を放流する園児たち 
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■
百
間
の
石
樋
（
赤
磐
市
徳
富
） 

　
「
百
間
の
石
樋
」
は
、
赤
磐
市
徳

富
に
あ
る
「
熊
野
の
岸
険
」
と
呼

ば
れ
た
吉
井
川
河
岸
の
岩
壁
を
掘

削
し
て
、
田
原
用
水
の
水
を
通
し

た
水
路
で
す
。
そ
の
長
さ
が
九
〇

間
（
約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
お
よ
ぶ

こ
と
か
ら
、
そ
の
名
前
が
つ
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
田
原
用
水
は
吉
井
川
の
中
流
、

和
気
町
田
原
上
に
造
ら
れ
た
「
田

原
井
堰
」
か
ら
水
を
取
り
、
吉
井

川
の
右
岸
の
農
地
を
潤
し
な
が
ら
、

岡
山
市
瀬
戸
町
で
砂
川
に
合
流
す

る
灌
漑
用
の
用
水
路
で
、
総
延
長

は
一
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
測
り
ま
す
。

こ
の
用
水
路
は
、
和
気
町
田
原
上

か
ら
赤
磐
市
徳
富
ま
で
の
区
間
が

寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
に
完
成
し
、

続
い
て
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）

に
赤
磐
市
徳
富
か
ら
岡
山
市
瀬
戸

町
下
ま
で
が
開
削
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
工
事
が
二
時
期
に

分
か
れ
て
し
ま
っ
た
理
由
は
、
寛
永

年
間
で
は
用
水
路
を
小
野
田
川
と

立
体
交
差
さ
せ
る
技
術
が
な
か
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
下
流
に

水
を
送
る
た
め
に
は
、「
熊
野
の
岸

険
」
の
固
い
岩
壁
を
掘
削
す
る
必

要
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
元
禄
年

間
と
な
り
、
岡
山
藩
の
重
臣
津
田

永
忠
を
は
じ
め
、
普
請
奉
行
の
近

藤
七
助
や
石
工
棟
梁
の
河
内
屋
治

兵
衛
な
ど
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
事
業

が
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
「
百
間
の
石
樋
」

の
掘
削
工
事
は
、
田
原
用
水
の
水

路
橋
で
あ
る
「
石
の
懸
樋
」（
赤
磐

市
徳
富
）
と
と
も
に
た
い
へ
ん
困
難

な
工
事
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
夜
間
に
岩
盤
へ
種
油
を
流

し
て
焼
き
砕
い
て
掘
削
し
た
と
か
、

川
底
の
高
さ
を
調
べ
る
た
め
に
、
同

じ
長
さ
の
竿
に
提
灯
を
下
げ
て
並

べ
、
夜
間
に
灯
を
と
も
し
て
対
岸
の

山
か
ら
水
路
の
高
低
を
測
っ
た
と
い

う
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
約
三
〇
〇
年
と
い
う
歳

月
の
中
で
、
多
く
の
人
た
ち
の
手
で

傷
み
を
修
復
し
、
改
修
や
新
設
を

積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
が
史
料
か

ら
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
正

三
年
（
一
九
一
四
）
に
は
、
田
原
用
水

改
良
調
査
が
実
施
さ
れ
、
調
査
報

告
書
と
と
も
に
「
百
間
の
石
樋
」

の
新
規
の
設
計
目
論
見
書
や
「
用

水
幹
線
豊
田
村
大
字
徳
富
字
山
ノ

谷
地
内
地
盤
切
割
縦
断
面
図
・
横

断
面
図
」
と
題
し
た
、
用
水
路
の

か
た
ち
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
綴

り
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
新
設
の

計
画
が
、い
つ
実
施
さ
れ
た
の
か
は

っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、こ
の
頃
に
は
「
百

間
の
石
樋
」
の
一
部
が
改
修
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
現
代
と
違
い
、
発
電
機
や
大
型

機
械
も
な
い
時
代
に
岩
盤
を
掘
削

し
て
用
水
路
を
造
る
こ
と
は
、
た
い

へ
ん
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
先
人
た
ち
の
こ
う
し

た
た
ゆ
ま
な
い
努
力
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
日
照
り
の
年
で
も
水
不
足

の
心
配
が
な
く
な
り
、
豊
か
な
実

り
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 

▲百間の石樋 

ひ
ゃ
っ
け
ん 

い
し
ひ 

　
熊
山
山
塊
か
ら
百
間
の
石
樋
を
望
む 

　
百
間
の
石
樋
の
碑 

ほ
　
き
 

い
せ
き
 

か
ん
が
い
 

ふ
し
ん
ぶ
ぎ
ょ
う
 

い
し
く
と
う
り
ょ
う
 

か

わ

ち

や

 
じ
 

へ
　
え
 

さ
お
 

ち
ょ
う
ち
ん
 

も

く

ろ

み

 
し
ょ
 

か

け

ひ

 

つ
づ
 

石の懸樋 

百間の石樋 

熊山支所 
至 和気県道 小

野
田
川 

至 岡山 

熊山駅 

山陽
自動
車道
 

吉井川
 

JR
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